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巻首図版2

謂査前遠景 （北東から）

調査後全景 （北東から）



1号沿 巻首図版3

主体部全景 （北から）

棺内2区遺物出土状況 （菓から）



巻首図版4 3号頃

全素 （南西から）

第 1主体 （西から） 第2主体 （東から）
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Ml 背面

Mt 錢面
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第 1章 調在に至る経綽と経過

第 1節闇在に至る経緯

栴ITl,1i屈群は、~,」~(あさご）郡f!llll山町久fti•jf (くるぷき）字梅Ill(うめた）に所(1:する,1,J(H!i

・（ある 山れ訂は．火,,り・灼Lるt:,lc'.根と、 t:I c'. 根から北に伸びる I,i,. の女I('.板及び女I(根(1)先沿が

股r分かれるHfc'.根,, こ、%1也し、現{f.約4SJ,tの古J(1の(r/£が確品されて tヽる．

''i"亥地に印ll眼近路公社によって、播fll述格近路 (s関J)の仕，；lが1廿111Jjされたため、兵/,Jll)」教fi'呑

U会では''f'・I戎ii・7り,J(_[に分<1,ぶ代を火施し會 'fl成 8 年 1 月には蘭必~1*を行った それらの，i1代

tl)i吊火、"¥該地に,',ffl群の（』・{£が確，忍され、令1f1i,~1fCが必要とな・”と そこで、 t·•Ji.8 り ~IOりにか

けて、全血洪代を・J、'施し.32桔0)古Jtl(うち :~J,tは抹梢）の，~H保((r.-frった

t'~flllf1 史につ＼ヽては、，~,*り1'4 者が~·~なる J.'.•.や、かなり多r.tl→II¥ I: した金屈器Cl)f,t'.{f処刑，l~plr1など

0)状況をど咄して、.,勺戊8年)((ふ1代分と、 'I勺.oc!J・10叩tr,l~ft分0)'!. つに分けて1笈J'J!11梨をすすめ、

船',,りも 2!Illに分けてl111rすることになった．

人月l:1;占；よ、 'I'成 8 り疫に，~Ht した I~ 、) ;；'Jn, こl関するも(/)てあろ 枷LU(i l}J-0以卜の,)Utl1(~に

っt、ては、平成14'1J!l fil'f fO) I枷fll阻(tffrII」に掲秋の I滋，、とである
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第2節 戯在の体制と経過

梅lflIりJMtの,;¥''tiの経沿については、以ドのとおりであるc

分布謂査 (9亀叩206) 'I'll~li 年 '.-l 1122~231 I 

l~1H削I'り名 人,,,戊• 山本汝・ 鈴木敬 • 岡 n,~

播ffl辻ぶ~m路北f1l1,1ti1'i'l心笈に伴い.'I·.野北から和田, 1, ~でのI刈Ill(北近畿翌1淵n勅*近と粘ぶ）の

生Jf. ❖/l 来 ・ tlll llllt町のおおまかな路船範[I~内の分{Ji,雀1ftを fi ·.•た

分布調査 (f};i(,079) 、I'-成戸I'IJl2-t-2fill 

.~1 /Ht I''¥ r.・ 人.,.・ 1支・りPll(-tff・．冷Ujj,;l(・深ir1k湛 ．閥人杓f

路線の確定に11'う坪祓文化litの分'"滋代とその範''"(/)跨代をIrった．

枷111,1けilfffにつし、ては．和M山町安）t . 久lti11のIr段16根に所(Iするi¥11:i'.{地点として、 i1iJ(l・'tJII

地がマークされている

確認調査 (!)(iOOl1) 、F成8f[. 1 Jll!i-19IJ 

.~, fell! '1j l'i ~,1 If.ff!' ・ ・ 池Ill1砂l、. J・J ・ぶH. り

1雌柑''1や谷内に輻 Imのト レンチを;j't出し、樹人伐採後、人））によって掘l'fl]した "i ~/J lc'.mil'/iを中

心にnか）りで約350m' を改定していたか、掘削を追めるうちにJ~椙 II)) I印-nw::~起が令て古れである

ことが11]191したため、 le'.糾りがの トレン チを nl(1 し、谷中に新たに卜/ンチを.Y~迫し.1-10の1、レ ン

チのJ1(f. をfrっている

よた、分'".'A l'tで対父外にな •)ていた火側のIC根 ~Ii分にもトレンチ II を設定して,;11{iしt・ところ．

l,'Ji, りを杓っ，り閉であることがわかり、地111を掘りこんたらUA1村に木枷1'fW. の l~休部を冊認して！ヽる

なお、分（此,(i.lL~ より.l,'J辺にr1m城や安JI城などがあることから、山城に関辻した姐構の（（｛げ）

,,J能t1・が月・えられてし、t・が、とくに姐憬 ．辿物は確必されなかった

平成 8年度の全面調査 （第 1次謂査）(960:-l-10) 

和i!c.Rり・l!}'.O>、:lHtは、 II 11と!)[ Iから'l'成9fl・:i 11 I 911 l : < rった

閲ft41I "i /'i I凶JITI衣 • 投11w;1r-. 水蛇d:稔

;i1 ftはます、.~りti.I><全体につし 、て．視状の地形測1,tを航窄Ij. 真によってfj・, Iピ

よた、り,m,1に先,i.ち、巾心的な r1iJnの 11f能性のが;t 、 I~}.t(lにつ t ヽては. ,tな(n';ftをfit、、 t体部の

似代や甜l悌'u',のrらがかIJ1;-~I kうとしf・が、明確なが；出はf、}られなかった。

なお、.~,ff. 以前に伐人怜HI¥のため、ワイヤ ローフrよる索氾が設けられており、その索辺によっ

て赳ばれた.+:<l)枝が&I. をかなりr'ftl・>てし 出.,た そのため、 4揖I ドの地&には消~)くのくぼみがあり、

搾介結火に もは~,を及ぼした校様である (''_;: 真1・:<Iけ必う）

航を複Ifl,li&、rtiから北に,,,Jか・って、それぞれo),•,.tnを I ~ !i ¥ N(1と命名し．まずそれぞれの，•.-inを

叫分する •I • 央でo\交する 2 ~のトレンチを設／ヒし、迅構検Ill面までの深度．及び盛I)I. のii無を確認

した。その粘りし l・2・I・ '.jけ・.t(lは地111を1戊形してらViしを染し、ており、ま、r-3刃,,りは北の111間沈分を
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盛り I:してし 1ることが判明した

トレンチの掘削柊（後、 1りJ{'¥から府1次．ら¥tiしを検出できる面まで人）Jでl<I・. 掘削をfi!ヽ 、迅けの

検出につとめた 伐人 ・ 残 l:~り以外には,f(機による掘削は行ってlヽな：ヽ ，~ftにあた っ ては. Ill I'. 一

J•l叶？を J,tiir;として. ::; m間隔でtti:.をすf,.'いして、隕:,t<IJlM11f/(とした

’ヽ凡・iは：i、）mm r/)ネガカラー、モノクn、リ I ーヽサル及び4X.S判のモノクロ．リパーサルを使川した

ょl・、mt:,w11 <1> f1cはにつlヽては、 "lj'.真JII足場からの附罰If.真の他．ヘリコ jクーにより航空‘り収を撤
彬した，

実測1・1.1は l/GOO) スケールのも(/}を J,~4:としたが、逍l,'rVによっては I/40. I /10、 1 / .S. I /1ス

クール(J)も(/)を作成した

なお..~, 佑iり及び，-;{,ft終(後の地形~1'I、tr-ついては航空隕{,1を実施した。

平成9年度の全面詞査（第2~4次全面謂査） (9701-18・970189・Q70-101・9701 l(i・n7但 In)

.~•~ fttl l'りh 古必雅{:,松,1促りc・lll渭； 'tr 

I・ 5JJ fj~8乃内の滋ft(第2次全1(1i,}1ffl

!i -8月 9-14乃れの滋ft(~: じ欠令1(11ぶ代）

I -1 JI l!i-2,Pt.r(tの$Ur:(筍 1ヽ 次令1(1i,}~ft)

平成10年度の全面謂査（第5・6次全面謂査） (9H()076~980082・!)80123) 

, ~, f tffl•lj (I 占品雅' . 佐々木悛1'l・I:I~ ・人

?.5-~2 \}tl1の 8Jぷの滋1£(第5次令1{11,}1-f't)

i呆（（協ふの1関述で残されてt ヽた l::i~l"i· !. I ・ 23 \}Jnの浙ち、りJ り，~1 介（筍 6 次令1(1i ,J11'i 9801~3) 

第3節整理作業の経過

梅Ill阻t'111T-l (I -5 l}.t{l)の約咄定は．平成ll・13年度に印It叩 11祓文化叩硫暉）ifrにおtヽ

で）ば施した

平成1が1・度は水洗しヽ・ネ ー ミングから実測f1' t までを行い、 ·1~ 1};.I :{fH(tには、 トレー入｀レイアウ

ト、氾柑txlrJ>補,r.、写兵船影(l)f1 ・ 定を: '.~/地 した

祁pm,t: にあたったはUば以卜のとおりである

祁fll~i~及HE ヤ:ft 岡llli;t (•hf. 射ll'lj)

t介没ntr?!'-

金9釦料の保（（処ff~ 1: 1't W ,1; T悠 （• 技術戦(J 11f;J本一秀

木閃11111の保（｛処J1P ..t fT: I HJ tj/、

JI? 謹）J狐1Hl *前篤f 1!"11111# f- ff'tJi;!X {'t・ H!ITI友子 小野荘( ,,,u,,, 紀 ,, 渭祖't笈(・
•'ll fふさA!_r, I内II亜紀{- 'lillltUl必岡）tとし f
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第2章逍跡の環境

第 1節地坪fr,、J環境

枷Ill古i-n群(J)所（［するy)J火郡村IIlhl1IIIJは．兵庫Mのほぼ中央部にあり、播1{1と"'・馬をつなぐ市"'沿

＼ヽの逍（現捕但逍）と）国・但馬をl'l<1l1阻逍との交点にi、・,―ii'i'し、 f11,1,! りの立1関IIにあf・ ~ 必追I})•!l;(地

である

.flllll山町を流れるI'Itl1川は、竹Ill盆地をIt流し、 ・ l~;i'i.f.J近て人さくポれを変え、り {ii I・. (ようど）

川、山河（とが）川、糸片IIIなとと合汝して北西に向かう

和m山町ではも .)とも Ii、 t •t射也1fuMをもつ1'1111盆地のIAI都（かつ）リ）If:;'. 名は、り"米lfffから和田山町

「人ってくる人り 11にあたり、 4面Ifりからの交通路をおさえる•),!_(所であり、その内軋I)の山地には、中 !It

の竹111城も英かれている その竹III城よりさらに北に位沢する1]1地に,1,tnr.iはji',辟してしヽろ

刷II占れ訂はほぼtr,,りに延びるr~相とそこから1fi.ltに派'I:する lie'.根 I・.に、.,.見し、約 1-:.1,~の占閉が

いくつかのセ群に分かれ、 lldりに閉段状に~(;んでi1られてtヽ ることが確必されてし、る

筍2節歴史的環境

拘111r1iJlt訂は． 、r成 2りIf!の発掘ぶ代を-~li!:L 、を向1l1·1h条、',i1;J(l訂の北西に{、‘哨'll-・東側には安

11城が{f'.(J.する

れ11111LI町地域でi.tlll-fi沿睛代の追跡は知られておらす．縄文0、}代につtヽては、 1閲tf,j叫跨 .).1[1邪散<1』

地• 閲追跡で俎物は/!Iii・ してしヽ るもの(/)、追枯はよt.:~lつか）て＼ヽなし、
弥'kU、ト代では．応I.I',・、JI迅跡で1ii1JUJC1>I.~{·(i器のほか、汁、＊文Cl),f-. 製ぶがi'l'.I: しなヽる 他にも

10数力所の氾判で．仰1-.D:ヤ代前期の迅物か11'.I・してtヽる

人必111}.rl跡は、 'f.1、'1・11、}代中期の,..・り地11:!t囁なtヽ しは祭祀氾％である fr駿恥こJ~沿が虚る氾跡で、

ほぼ令域が（↓~ff されて t ヽる また、岡111~\,tJ{)の 1-,;りでは.1l1JUIから伐柑lにかけての竪,¥fI:~ ヽ ｝跡が検

,，I', されてしヽ る ftllll1l1町1J.1Mkの'I'・地にある J』 l陥迅跡では．弥'1•.IIH\:i妥: 191終 4、:l:(i0) I ;{;; などがII',I. し

ている

古J-(lll与代になると ．小規l:Jぷの占れがri-~~I やJ~t約窃に陪段状に~,~んで染かれる fllllll 111ft勺「所(f.

する I~,<)JJを越える，りJりが知られているが．その人·多数がこうした nr<fする小規校占JC,である

栴111Iり-nnfの.,oo01東(/)尾恨にある枷111如1;)(11!1'では.111 t(lとし I¥ヽながら弥'l・P.¥代にさかのぼるも

Q)もあり．占J(¥11.¥代令月かを通じて、近桜し、レ・地Jょ代に継紐して占J(llljを嗅＜例も多¥'

近辺の小規校，1,1(1訂として、 l~ILI砧閉訂. ,1, 条.'t11i if1訂、即I.小IIr ,1iJl'tffl'. fJi り~11111,il'l訂なピがあ

る こう-た (l:J也付Q)'itしヽ小規悦占1n~rは. fll着！！ゆるしヽはn;,~ • n, 全なとの地械勾｝＜でみられるが．
現(r-:Q)村lllJLl1111f地MJM,!lでtit徴的なことは、城の山占t(l(1iil IUJ)や池ln,1iJ-tl.荼すりII I ,1,J(l・I伯'ff古

1(1 (中期）と＼ヽった災内的な要索(f)jC,tヽ人Jjl此 ＇け作が（』・(Lすることであなことに池111I 1i J(jは.J, り）濠

をめぐらせた令長128mのfll.'!H1Jkのiii/Ii 1灸I'IJ-l'Iであり、 fll,I.りにわけるこの地械の~,)]の人·きさと、公

内との関係の深さを物出ってlヽる flGII 11 I I濱,r.rでは｀小規校リ）＂山後 I'JJ(lがよとよ）・(¥ヽる

後1g1の規校の人さな占Jnとしては. Iii都•IUt ・人塚がある 4、1↓1ftのためそ(/)内方は1り1らかではな

-7-
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表 1 周辺の遺跡一覧

心IH
1 池11,りII¥
I 
2 払ノ 11t,•,Jt1
+- --
：｛蚊1111資，1;f(1CT
--+ 1 w;1,1,,1,,nCT 
＇以t.111箪

5戸竺.,',U'I 
Ii Illの(f,t;tA

りヽ m
 

5
 

“
 
盟噂―

•Ht 名り :41¥ 今Y,
,1ilill.t/¥: 36 和L1!11h心＂
,'-;J(lnfl: 37 長il)ih占1n
占JO鼻H代簡反l('.,',tl\訂 i•Iヽ tit\ゞ ~I.,•)

;•,-in•HI:: :i9 r.ir ,1,-1n訂
叫It 40 -.:-\'"/ 1.~!J~ 
,'-,.lt¥J.HI:: 41 軸ャ・f,1ilAIJ---- . 
r1ill11HI: 12 Air鳩り
古1(11¥(1:: 13 IJJ厄蟻J,.

叫It 41 IJI郡欣/¥,地
渇文IH¥: 45 IJI郡.ill~

,J,Jtl ,•,tnい代 Iii 1111'., り4'1『 {ll!~i,'r・t・1l1介し., ,',Jl'l 
屈 ・'り）記II: t7 IJI応l'i,,•,in _I屈
,•,in 古Jj'\U\f\:: 48 IJ~f.lむj)t\

,1iltl i'iltlPH'.: 4り 1'J[IJ賊Illf flQ!ll! 這9かl
,•,·Jtl i', J(IP ! 代双 l'rlll姑 ~111)11!1必遺9が 2

凶 占ft¥UHI: :it 竹Ill吠111r,n恥
,1,-1n 占れ叶fl: si 竹Ill賊川
暉跡 ,,,, り 閃 I• ク I 小illY¼

Mt¥ ,1,JtlD! II: 5-1 I, クノ人成填

tt{fi 弥生叶{¥': 閲 ガン~'直 · flL'r~
'LJi:.. 遺跨 ，1i41PH¥': 団 l11l1t1il/¥Cf 
,1,Jtl ,1;J(IP¥f¥: !¥7 濯t輩Id

―--,•,,a ,'-;Jtl叶fl: ;,S rt釦t,Ill群

-+-
,1,-JQ がn叶f¥: .,9~ 鮎Iii
J紐~,今 1l111! 切 111,;.,c:.-,1;,n訂

—-
札¥'rH !r'tn 61 r,, 水ケ釦•;J(j訂

,',Jtl ,'-jJAPflし 四泊剛人llll••!U(Mlitl

,';Jtl ,'-;Jc'l•Ht fi3 ・_Ii, JI贔糾
却跨 ,,,m 心惰111d(,1;1nr.1 
その他の還％ その他 65 ・UH蟻Id
,i;,o ,•;Jntrf\: 66 なHA贔内血
その他の違玲 その他 67 蝙田古墳g
叫...,ら,I• II'68 IJ,r.'i向Ii、,,-,ne,
占珀 山叩Tl¥: 00 .,,~'い•;l(I虹
出餡 •!•Ill 70 ~~itf駐訂

Jtl~ 弥'I叶fl: 71 II'! 遺り
-~ 

IY, (b地 st'l:lHI': "l"J')..1,,J illり

J.Uft 
IY((b地
← ,'jJ(I 

<',Jfl 

7 Ill占IA
II 1111凪Id.
'-, f5Jf'li1J鼻

＂可 5ヽ洲ぷIiiI・,+,-J(l 
11 ,..5MI !tt ?i, り閉

斤
12 _ tflll ,l,JA訂
13 l.'S洲1'jfr,1,1n
lol ll!ll Iり-anr
l!J 1.1111¥. ヵl(i、1,,n
It, 、'r 谷 ，•;J&I

17 :, 谷城址
Ill 秋tt111,1,,ou
1り｝、~Ill遺9鼻. ;t;J(I訂
L'O 凶1ll,1j'~l,IC1 
21 "'411J,1,m訂
:!2 .tl.1l1o1,JQCT他
;!J :,,'I ゥ、， 1P1 ハ•;J(I訂

24 1'<111誠Jd
ぉ il... •.'itt 
21; 1i,11l1i1,lt¥訂
'l.7 ・f /オク，.,,ei日

•• 一
211 iii鐸す域Ill
~'9 J~Mi 1t1, 鼻
: Ill l.l l'i <i ,1,ttl訂

31 llli心a,今

言芦

,•,To 
,',Ul 

I .-'1.ta 
' • ,, 濱,

琺沼

散Iii地

,';Jtl 
- ~1/1-

U飢乃
駄門糾
I-
II'({t,Jt!! 

閲~

古J(I

It', I'+ 
n.-f~ 
城航％

賊航跡

1.ilt 
,'illl•H\. 
,1iJ4'IIH~ 
,'i4'1がII:
, ,,,n,~,1: 
占i.,aHt
,•;~Ii、Hし

I. 
l•l'lll 

i= そil)他の』跨

庫lllf1'-
n 、·,·~ •1•11! 
防n ー 占叩訊

l1Ul~,-•l• Ut 
＇りJ(I I、~J(IIけIt

成航11,f; •l•IU ・-＇り,., ,',Jf1,1tl¥ 
,•;JA , りJtl"H¥'.:
崚餡％ 中Ill
Ire lb旭 ~-'t,HI:
, ljl(I ,',l/15H¥'. 
臼航l!J<t. rj,ltt 

絨約9令 中111
,1,u,'ぃ~..ti\:

、1illl , り旧＂代
じt;)(l ,t;IQ~ II: 
その他の遺9令 巾l!l
『crt, ・地 縄文鼠HI:
I)'!:,; その飽

しヽ が.t{f帖を持ち、内ill-:体は横穴式｛瀦と推定されてlIる こ(l)時期Q>f1 1 、'•りの 人=)利 ，りinは、茂父郡

(I)人倉x,',in群であり、大堕の占J(iを妥追するりり））の,,,.心がftw11したようである。
なお、たに述ぺた!JI祁迅跡では、古閉時代ljlj引から 悛lりの竪,.,,u叶跡i i棟 、 4Ati 、~.., 建物 3 ~-"な ど、

,ti fl [.l.!,1 -c・ril↓i人規校児洛や、水田が111(1:されている、 1り閉時代1iff期の,n,:跡も 1棟検li'iされている，

しかし．この追跡も出箔としては古代までは続かず．船およそ7m 0)11¥紛的に,,,,ぴる近路迅格が検

•''只されるのみである、都から I'] 液を経て、 (q鳥 ・ [Xi帳を結ぶno>逍である古代I II~ 会逍とは異なり、文

献では知られていない揺lf1と但鳥をつなぐ．「,,籾'.1.itl」とよぷぺき近である 現(f.の4副l! f' I勁 • IC逍も、

まさにそ(/))しートをなぞるものである

•llf~ には,1 11 名！、代9が播Iりと但馬を結ぶこの交逍の＇疫,,rr,- 全I •lk1t折の山城である竹111肱を染さ．太

lllhi光;;,を“している ． 他にも中 ・ 近世の,11城・屈前が散{f しており、~,祁旧跡でも13棟という多数

の掘ヽ~H~物が検出されて11る，

（な号之糾I

閲,t..ふ ・漸,, r;I'.'. rri人の山屯叩J2 r~w~t~ 1qiriり・ tUOl 
•I心l•U、山「11,1111,1,Ji'lllf·,Ii~'tr1i)(¥訂・ 釆ヤ紆ぶ・矢別n杯」 l!~'lりはカ・

-9-
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第3章調査の結果

第 1節概要

梅IJI i"i .lft I詳の中でもほ9和I•利にあるre;根に 列(l)所段状に~ぷ I-:; \}J(1を.~Hi した D

もっとも邸＼ヽf,';ii'11にあろ II }t(1は、 111側に区両溝を掘ってtflt'i-.をl,(11lljしてlヽるが、谷側の裾の拉界

は明確ではなく .2りt(lのある'1'・111血にt,',:tヽて tヽる 2 ¥}閉でもIII側にu'(紛的なI刈rlrj溝が掘られてlヽ

る いずれも盛り I.は現れ、ではほとんど品められない

3 乃mは 'f'-.HI面(1)令 1fliに1品 •1 I: をした状況が明らかである ，I . ; ¥} J(Iは1-3¥}J-0の4P.びとは l~-

l恨なる/j向に-If;んでしヽ る。

l・：体部はいすれも+f1',; u'f~•: であぅた 全体に木棺の検Illはl+I灘であり、 I・」(1iで検Illして lヽ ったん掘

りあげた後、 lfrち割りを,.. > -cl前はしたところ、木棺や-1¥1!/jのラインを鉗11・・しなければならなし、島合

が多かった これは、 i•'i~色の地111とJillI: の,~,り111が困難であ ったこととともに、 人棺がかなり深く ¾Iii

られており、児没後のIiり壊によって、 l:k1が乱れてtヽ ることも9泉LKLして lヽる 3け内のみ祝数の I升人

部をもっていた

tl'rl: 姐物は. Iりt(lの f:{,i,.部から、乳文鋭ほか極めて多くrJ)f,ll]糾11111がIllI: してし Iる 3りJ-(lでも t

{,t.. 部から乳文鋭や鉄器ならひ'.:-I. 沿が出 I・.し、 tOlr.の I.でも I.路がまと北って11'.I・して＼ヽ るが、 s¥} 

j(l周辺で須必器が I1.1.WI I. した以外は.'2.・1・s : ;-Jll l: !+. 部から追物はIllI: してtヽな tヽ

出 I.氾物から考えられる11.}IDIば、 I ; }J(lは古れ時代中1り(1)J m紀1ii/1'. :t り J(\は 6 世紀平ば、 5~;

mは6tit紀初めである

第 2節 l号瑣
(txl版4- (2'lj'.~ 船l/~-1 ~10} 

1. 遺構

立地及び墳丘

I l}J-{lは、 !-:le'. 根のrftI・. から北東1-~,,,,びるle'.根力宅塙157m付近で2/; 1i,1の女 I~根に分岐する位ii'i.

に{{{f. する ，~11忙前の 外形観·;れでは、 J-{lrr(fj)には13m XlOmの •j'-.tlI 1(uが{(It:した また、古れの南O'i

にカット面が見られ、谷に1(1iして！ヽる叫{to)北側には平Jfirlii<'1. i ,l tn) があり、それぞれ，•,J-{lの据を

直するものと与えられた ,~ft I石£の他の4枯の内れに比べ、 Jc'.根のIf~部に位買してし、ることや規投

0)人ささから｀少なくとも111)・le'.根 1の内閉を代liする占J-(tとみられ、内政Q)t:(,f,.ffiの{{-(Iも考えら

れたため掘削I前に'iilな（探れをirった （＇り:tnx1柑i23)しかし、mm部の'l'・.tll1fi1 l;tf I(抹した人力のmmに
用いた索逍によってJ訓 lがむこたしになってしヽるところもあり、探1'i.の条件が允分でなかったためか

I・・1本部の帖祁をし -i/J.f)とらえるデークを閲ることができなか＇）た

閉6・規校と哭磁過．相をとらえるためle'.根の t釉/i111Jにあたる1fil'り .jt東}j(,,Jにトレンチ lTを、 こ

れに直交する1+.i東ー北西/j(,,J「I、レン14Tを設定した ITでは古.tnの背後にあたる南西側で尾根

を人きく削ったカット1面がr,11: し •'•J(lのrt1西側の樹をぷしてしヽる。 U・1観察によるとhlの11'(Fは川

確な盛 I.は見られず、 tttli-は地1l11ll..形による I Tの北東沿では19)(1在な樹をとらえることができな

かった ~Tても地1l11il<.形によ・って.tntr.がf)られてし 9ることはわかるが、附は9よっさ f)しなtヽ
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.~ft'1iD、~-占.t(l/J)r¼f西側'-(((f. する溝から、またわずかな~IなI変換.1.'.i.から閉fr(/)Jよ爪線を探ったと

ころ、経約20m~iのイ遠~If~/))IりJ(lと川定した＾ しかし. l・体沈の人・きさと比してtnlr.規校が小さいこ

と、 u本部の位れが.(tリ［側に人さくずれること．谷傭の況Ill地からはIi<.直する溝がある占れの背後は
‘り然見えず． ドからの兄たIIVJ 人ささを•iii,l1 していることなどをどえて次のようにt(l斤•規悦を 11i 与し

た 和r'.規悦を柑＇．定する r-mかりとしては次の 2つがある ］つは II} J(t<J)北東側にWit1する 2け1t1
O)(:{plfj溝である， t-tl!1hiI・ にある船0.8m0)1f'(線((,、）な溝は、 t;~1,:~ l .'i2m 付近にある 2つHは本潤介後

に't施された第2次，’↓~ftにわ t ヽて I I} J(lが(l(£ するIr!,根の分鮎点から北にfillびる女Je; 恨 I・.に平川1friが

検mされ、わずかながらであるが地II II』ltlfioH紺涛がょめられたことである (.'.~ さO.:im~ さ13.8mの地

111 カ ット血は I',-}J-nの糾を,,~すと月えられており、このJ1J所は印科l!>Im f.J近にあたる I',:}t(lのJ,t

り"s.線を与えさせる 2 ヶ ,•1r1J>tu:J1·kきな和:.,,2められず、この·ヽ） T所と、 I l}Jn背後の力）卜面での

i1¥iを粘ぶラインで改めてルnの規校を与えると．・ぶm程の1り1確なl'I形を心ぶしないぷ整形の古れとな
る

埋葬厖骰

J(1T(l'府I{部の北束OliU-II~) ·c~L求ー1ti11り /jJ!1」 (N22° E) を I:帷とする人枷1'澤 0)111堺施股 1J_Jを検

/IIした 如点は・隕iフランが此}j形で、規悦は船2.2m、及さ7.lmを隕る 俗哄検/l\ 1(11から約~Orm 掘

り卜げたところでさらに水柏を・tii'tするために30cm程度掘りこんでおり．しヽわゆる「：t妥紅塙」となっ

てtヽる 棺を納めるための l·I々(/)~~~名は硲哄全体からすると,ti東側にf.lって tヽ ることをt.'f徴とする

らU以内丙傭の6.ljX0.5mの'f'・ttl1(11は.tlP4i'II.~および伴送保礼11¥(f)作業スペ スともどえられる．浴哄を

掘I)卜げたところで現れた卜11'のが塙の'1'・1(11プランは通常よく見られる1,(h形てはなく.I通小lIf'; るに

近！ぷ1所で計 1 つの突II\$をもつtH•~なものであった

灼墟IJ'sから忠',tされる木m,.,,規校は約J.0m X r,u.o-0.1 mで． 「長人・な人棺」の範.. 1にはtヽるもので
ある ≫恥iの1此、南を'J(tf、';と与える 糾み介ゼ式の木ti'!の'Tl1IiiプランはJ,:/j形ではなく. 1ヶ所地111を

掘りこんで突出部を作りだして tヽ ることから、この突出部に小11板をはめこんだ I:、2つ0)側板を挟

み込んで固定したも0)と考えられる このことは !・.ftの述tヽからも191らかである また F段烙堀(J),ti 

郎比部には棺庭より殺科く60(mX :3!icm Q)テラス状のフ．ベースが辺りIllされてtヽる．＊棺内からばま

とまりをもって IITTに分けられる迎物が数多くll'r上しており、柏IりはltUJ板なとで1つの,'1!Wに分け

られて＼ヽたことも牙えられるが、柏内を柏代したもののf1.1:1}板CT>IU~を小す l:ftの途tヽやltlJJ板その

ものの残欠なとは検出されなか）た また、柁内で緑色の中なiiが 1 点柁駁の長悼• I』央ラインよりや

や如これかれてtヽた { iはlヽ びつな叫角形で．大きさは13.7caX:1.h'lllである そのi叶代から枕ィiとも

考えるが、枕とするには人ささが允分でなし、点と、色の肝やかさからJJJ.叶点ではt1格はIIJIらかにし関

ない

遺物の出土状況

l l}JCIからは鉗鋭・鉄製品・ Ii製品 ・Ii.灯I · ~櫛 .I: 器など多くの此物が出 I・してしヽ る l1'i L節所

につしヽ てはif11r.い及び,.·~辺からは ·l•.もなく、洛哄l村と棺内の2節9』Irに分けることができる 棺内で

見＇）か った氾物は、ある柑''tほとまりをもってWI作されており、人さ<1 Ill'に分別される しかし`
棺内で検出された氾物の中には本火のf.. , ii"r'を離れ、検出町にtii内の1i•;nで兄つかつ ~ヽ- と 考えられるも
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(J) もあり•• これらの追物につ＼ヽてば桁内晶I]糾11111とは分けて述ぺる ，

なお、旧杓の取り I.げにあたっては、 I),"加船川アゼによ.,てfl'(内を,ti側lから 1-11><に分けた

また後述の旧物筍 1群とm2訂の周辺及び第：{ 111 (/)汎鏃())すく 1¼iでば、Ji;色(Ifl料が、＆められた

墓壇内

(I l ~~J欺出間I•央付近で 1:Mi沿 .1~ の即',・I点がmt・.して＼ヽ る 汰哄0)~祁を検II¥し、さらに烙$

IりQ>J'l'l疇．を掘削L始めたll.¥に出 I.したものC、泣政院に位ii"(する

(2 > I I』がふ賓＇の l・Iが、＼琺'')ttl1I: を伽削時に.rt洒側の小I.Ii,りに，・aち込むような1人地で I.帥器・虎
のr~rn 2 ,.'.lが出 1-.した.c liif述 した上師沼・~(/)絨I',·I ,.'.iと1111・個体と考える

棺内および棺上

( 1 ) 桁内t•t~ Lを掘削P\ に，: I' I した迫物のうち. q~lfiJ より t~: r科l• レベルで、またポ如となfkU~で11'11

I. したものにつしヽては.,i,. 来は棺 I:にあ ”` たものと推定される 棺 1にあ •")たこ 月えるものは

,,. ,~,•.•,o)鎌 1 !,'.(. 他摘み具9点、））('2 ,:.,.、袋状鉄斧 I.'.'.•.IJ> し、わゆる悶 uばl である ． これら

1:1 U!-Wが出 I・.した範1,11はli'{"d,t.OJ.ltり!0111'I'-',tに限 られ、迅f,t..が坪作されたと名人られる箇,~j

の棺I:にはfiiIもji'tかれてlヽなし、 また. ~hlw!! V 1.1:i.111<さlmq)範lttJに点（［しており、 ll;l、配

11111こ .et1·~1 してばら t .<.~れ たヽと考えられる

(2, .11,m.1棺内で兄つか ．）た迅物は出 l.f,'(ii'~ から 1群に分けることができる f•Hr l.1~i ,, り側よりれ

I jffとする

第 1群

it~ 鋭 I1fl1、鉄製品（針状け、製品12点） • { i1'~ 品（琴ti/I多{i製品 I·'・\•.l 、 1ばft(利F製'JJ1, l ,.'.L {り Ii

製符 F8 .•.'ふ汁't{j製クJ h881.'.t、沿｛浅H1:.llil! り）、翌櫛6点が11',Iしたc

糾鋭 <~1 l l は鋭1~の文様潤を l:iこして水 'I'に代かれた状態で兄つかり．鋭.•~1(1j と ~1;!1/ll なく翌櫛

(¥¥'7)かii'!'.かれてし、たこ(/)竪間はあろf/1'.tliW) l-<さを船定でさる＜らし、残｛，状態がよかった 他

の .)l,1,<J),;, 問 .t骰(I:.して： るヽ 11~}; 鉄秘，'11'は、数1!・＇・を餘さ .~'{(}) •~t•,-!f り 、 E類なとが名<II'.,.した場

所に限(1:したg慇で出 I・.した 9月Uf3fiit-も11111は形状(/)fltかよったも(/)(ti], . が近核しており .2つずつ

七 J 卜にして tヽ た状態がうかがわれた

怜 (,~ 点につtヽ ては、色閃や長さはイ；t1,1し1であるが、出 UJ.:,兄からは8! りが 1七 J 卜とな・，て、琴

+t形{j製品（ゞ I・S2 l Q)七.,Iや利 Ii製勾 I(Si Jと糾1-'J]ねてあ・）たようである この近辺

から rl'Hi製(I) 勾,~が比較的士とよってm1・.L rt, る 琴tUf3イi製1',i',(S :~ ·S •I) <l >セ ッ トl,';Ji.11からは，

r:,」iが多くII'.I. してしヽ る I J Ui -部に辿な・）だ札態で検tl¥されたも(/)もみられたが、広範(1月に散(1:
してIllI. した

第2群

坪作厖i'~U)!(jで述べたt.t色の 'V らな rif ,I近で、 1渭川のみがIiiLした。が/ii. 崚勾 1;l、,.'.t(s j . s lj) 

はhをはさんでそれそれ棺の創板に近しヽ位竹にあり、 ll色凝灰府¼~tl)悴 F・ぶ）点はそれそれの勾 l、・周辺

に2r.TI-クJかれてIHf・. した。
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第3群

1前述の棺 l・O)i1.製品はこの第3訂と部:.:i1I Mil>範''"内で/1¥上して¥Iるか、 ..:1.t らを除さ．棺,,~に

副作されたもQ)としては鉄製品の11'UJ2 ,: せ、鉄鎌:~o,点がある 1「fJJ2 h. はそれそれh'iO>仰l~に近lヽ位

硲で、~ ..:.,. ともl;IJ先を北東測にしてViかれてしヽ t.:.i:i. 鎌：)()点はまとま I)をもって2点の直））に挟まれ

るKうな1人態で/III. した。線の先を,ii西に向けてそろえてある＾鉄鏃の北'+tmu「はり、・納が1紺介したあ

ととぢえられる中1111が{fltする 漆膜の細,,,.もIIしI:しているが、 靱なと (1)(r-(f. をh'ttif1ff.1に想定するま

でのrtflはr>られてし、なし 、．

第4群

I: 帥ぶ I点が,'J¥I. してtヽる ；器挿別にみるレ、・・~•¥. I点、 1謁杯3点である 筍：i訂Q)すく北'R傭にお

いてri'Lダl)Q):f}~f/!1 でm I: した 壺 (.j) は 11·ii'iの~)渇§であるが、 l1i杯はひっくり辿して杯沿を伏せたも

<l) (I)、横例しになったもの (3)、11:ii'iの状態だが削l部のほとんどを欠くも())(2)とII¥I: 状況は

1紋なる これら IJ、'、l(/)(: 帥器は柁内床面に近t1f ,'f.ii'tでIllI: し、 ,~.ii','の状態(})も(/)があることから、 t1'i

I・ した'',mは、 ti'i内にit'/tかれたものかと名えてtヽたが、その後の渇代で，：沿J:1・(I} <l)卜から比摘具

(M:Wが11¥1.したことから'+.t:ばti:Lにitかれて t ヽたも(/)と考えるに~')た

築造年代

,ff述するll'rl氾物の年代と追物0)組み合わせから. I :; 1nの築迎年代は占J(t町代 •I IJ91. s llt紀1涌'j'.、

と捉えて＼ヽる

2. 出土遺物

l I }J(l!J 今1111.~1 re した占J引群および~Ill 占,nar令 (,j,.cかI•でも、突lLIしたf切；（な氾物がmi.しており、
中心的な古t(1であ..., たことが明らかである

土師器 (14訳I:{ 'lj.~'↓l対版26)

I ~ I <1> 1:M沿が出 I:して lヽる し1ずれも．赤色泊料の付nが，＆められる

I~~ は，：計(.であか I・ 2はM部・脚札部ともIヽケメがみられるが、3はIヽ ケiをなででfl.I: げて

しヽる U部の形状も. I・ 2がljl純にIJ紺が1::1<ク iフであるのに対して.:-1では約1111しながら閲＜

椀状のク（ソである 2 lln It; 妙澁部は、つまんでココ・}デして tヽ る脚沿をみれば、 1は即札,J;から

しっかり l1r!1lh して附部が開くクイプであるのに対して、‘とはらっば状に剃9人がり(/)クイフである—

I・ 1 O>脚ti沿,1~1(1iはヘラ削りを ii っ (t ヽるが. :-1では成形II.¥一の絞りllが牧・デ(¥ヽ る 3は2よりさ

らに大きく 似部が開いている 2(T)朋I部は)Ifitにもろく．脱l内面の消棺はイヽ"'である H祁 の即部と

の採介氾分には．粘 l塊を允瑣したものか .-IIよ脚柱 fill外而を縦}jJ(,)に ♦f<ヘラでなでてし、る また

脚裾部JI、!Ifりは指押さえ1Hがlll'i片で、 -illにはm根ら しきも(/)もみられる

色滋もyもなっており . I は特によし＼色を拍びた!•}<tu色～にぶlヽ 橙色、 2は，が一褐l・バ色、 ，3 rt桁．色であ

る。こrJ)3 ,.'.((/) 1¥・/j杯It、それぞれの個竹Q)Iりlらかな I:器である

Iiが、わゆる11,飲1¥1)の -..T[ll紺の・点である I If~ 祁O)fがや端洋の形態から、 tヽわゆる<liWIの新111府

に~Aするものと忍われる 体部はti形をわずかに押しmしたフロホーシゴンで．外1f1iはIヽ ケのちナデ．
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内面はヘラ削りを施して l ヽる。 l"I~部に特に、か色舶料がtl<,., {, してlヽる

“杯に (if令ク｛プを含よなl ヽことや亀・成の形抱から考えて．加亥地械での貨l.'J.~浴m現以1iilの七 1ヽ ト
であることはIllらかであるが、..rtJnな叶期の決定や（也地械との比較は、 (I!馬地状での I'.師器の紺りの
視状では判断しかねる

鏡 (~'f• txlmU r·~lllfi l3 ・、凡・n刈版t:{・,IS)
~1 1 はI'll 使乳文汲である 11'd'f-.lO.lcm. 絞面はわずかに111,u'りを描 く やや人・1りの鉗の邸さはIAcm

屁往：ぅ.St:m-IJHLは1(1111:{りされており、 1!11-EはIリ問をめぐらせてtヽる その,m,りにIIし径約Icm・ 砂さ
0.8cmの「孔 が 4 つ、 rnイLの lil••Iに対してそれぞれ4f>J([の hriりに配され、孔の間は内区の1り圏に沿

う弧線を人れ、 ） ~~(})弧船と ， 土 状の文様で坪められている その外側は圏m 文 ・ 鉗m 文 ・ ~1油

文・1りひ鋸Wxが取りを< Ji! ・杯府i't1,n―: f山 I~}tl't鋭と人、阪府叫助Ii I.I呆111古れ鋭とのII I flljf(,、)な

文様柑／成である rn1本:~0<12)

材行は比較的.L!~, で、レントゲン'i'貞 (1j'.真図訳43)をみても、 :ll}J(t/l¥ l:O) 1¥168に比ぺ.l'I < V1. 
けた部分が少ない

缶紺及び鋭[(Jiには、化が付汁して残ってしヽる ('I-J. 真1・xl)収1!i)II OJ~Hl 、 （1＇ と細かl ヽ（りの 2 種類の '" に

くるまれていたことが分かる 釧く11'1.線（（、）な縦糸と．太く縦糸の I., .. を蛇行する太tヽ 横糸の染がIJJJ確

な'I'・綜りの<Iiである ・部に(11というよりむしろ紘維の統れのようなも0)も見受けられ．紋を紐り込

んだ(fi.例えば錦などてある II「能ttもある 細か＼ 検ヽdすは、今後の横会に品りた lヽ

＇ 、．

a糸
帯

憤
木

日

元長
さ

I
 

基
部

白
部

-

I

 

11部

一

面厚

第 7図鋭 ．徊の部分名称

櫛ほか （図版I!J ., f. !'£1・ 咄l版27・21-i ¥¥'I ~ 8) 

Wl-7は櫛である 細l ヽ111 ヒコ＇状の川を束ねてfir~> rlhげた「＇さ刈櫛」と呼ばれるクイプである 占

rnn}代前期から111JUIによくみられるものであるが、 !i¥色の漆を冷った棟部もしくはリti祁と呼ばれる祁

分にのみが残((-している例が多く、 W7O)ようにせ1の部分が確，はされる例は余り多くはないc

¥¥'2・4・7には，か色舶村がf.J(iしてしヽ た W2と¥¥'4はf.;J債9本(/)11[能性がある

臆本体はほとんど,、・われ、漆膜のみの残，＇（した非祁に脆必 jな旧物であるため、取り扱いは非常に困

潅で、写兵訟影時にもシルクスクリーンに仙せたままで、 ~!#I山Jl{l)<!J俯齢'I肛いを船影し f.: t~ 化にあ
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f・っては.'J、’人・で掛影した/7 I X綜によるレン l・ゲン.,;. ~·t を参月にした また. ,:"~ 糾アルコール払

による保{i処即を行っている

/1~ も小さ tヽWIば、船およそ：L>rm 背Cl)•I•央に縦方,:,1に11'(ff :L,;1111.f'~IQ (J)孔がrmしヽ ており.;j;j (. なと

f11JかりUrして＼ヽ なし、)jlj材をI礼し込んで、粉飾りとして11たuf能ヤI:がある，

W'!.. ::lはやや大きく．おおよそ船;jl'lllである ¥¥':{は漆骰が必Kで釧lj雌しており. r~~m していな

し、にでは設咲や•f能な漆脱内部の様（を観りぐできる l{j,i,. のクケヒつ状の索材を'I'・らし 91)し4(;ぺ、

Uth向に糸でひとくくりして贔1itJ;,(_ f消t分をIltにして、 u·r~人に つ折り曲げた後．蔚，＇広く糸を~j}状

しなさつけて固定して（ヽる．糸ををtヽ た筍圃（）ぶ濱）は1.1:<CIIIばと(I)船で、かなりr,和こをかれてtヽる
W :i・Ii :;t船 7し1llほとで｀かなりの人・Jいである Wfiは、糸をも＼ヽてli'J定して lヽ る部分C/)船が炊く、

幻ll したも (I)か、 このよう r 人;!\~(!)梱(T)r.n例はそう多くなし、

W 71よ、糾1.6cm。鋭(I)I. に；i'tかれてlヽたため、 (i機'{1が残({l,.第 Ir;'i第 2節じ迩ぺられて＼ヽるよ

うな ,.,1 材の櫛mが残（（：して！ヽ t·i't•Tiな例である ， 櫛Cl> l: にも 1「J本イ~191の物打が,kって t ヽる ,,~(!)残({

l-< さは ,.jcm てあり、出½;は尖・咋ー(l るヽ

なお、この噸は鋭の 1~からはずす際：ょ災打ちをして形を保ってし、たが．その餃の移動叶などに;rt物

が秤祖したため校が崩壊し、現状では1県形をとどめていない

W8は鋭のFに残({してい炉1:-t-O>木材で．棺材であろうか Hはスギで,Ji;@の物竹が付nしていた

玉 ・ 石製品 (I~服l•l~IH 巻ii(・;(ll:ll5・Ii S l ~2,12) 

Sl~tは琴杵形ii製品てある ((!)且：近の分頴ては?;Hl11¥11にあたるものである (((1 JI'1973) 

Hlll11'!U)柁式ぱ、 ~iJ~I!,!御,,和Ii泊 II,1;J-n出 I:品で．令f,t..の形状は中央部のくびれた 1:・r,形で．＜び

れの I.I・ の）＜きさは人•小かあり、 t ヽちおう人き l•/jを I·に名えるようである

！点とも形態はJI,常に知似して tヽ るが、細部が沢な・，ており、↑くのf,i]刑としヽうわけではなし I s 

1がも）とも小板りである 長さは],S'.i-1.0rm、船2A5~2.7cm、,,,さ0.fi~0.7cm.くびれ部とその L卜→

に11>、)本の横/j(,,Jのヒ（さじ） 1f1i取りの~J線がみられる l.1(11・ト,,uの,,,,1端近くに11'Uf0.2cm(I)小イLが

クたれてtヽる SIは l」(ij・f1(11とも中央に糾o.:{~O.tcmO)i.¥itヽ 溝が刻まれてしヽるが、 S2~1は、

l.lfuのみ •I• 央に船0.9,冨、 ff.さ0.2~tU,mの汲しヽ U字形(1)<ぼみが刻よれており、 ．＾またに分かれた突

心を、ドすルシメントであろう I,•

-,.:,;i It'\'~ の中でも．、f.~il'l.~Ht,',,Ii I'. 神将・,1c塚ll¥l・.のものが、 I 1f1iのi,¥jO)({在ばかりでなく、くひれ部

とその I・.ト` のプロホーシゴンなども最も悧似してし、るよう（-ある、

{ it1はSIのみが色，l'4がり＇収なってわり、 II泊ヽ／穴色であるが．おおむねj炎緑色の材で、しヽわゆる沿fj 

r あたるのか、 {1,',~あるいはグリーンクフにあたるのか、判断に,',';しんだ 分析の紺；火、 M'i'fは緑泥

い・,r1+~ としヽうことである なお｀どの個体にも赤色の舶村が付行していた。
．ヽ;1~ 7は点緑色の利 I浅o)k1tリの~J b. である 人・きさは比さ 1.2~-1.Scm、輻2.6~2.%cm、19:さ1.:3

~Liem ➔lifは0.1 ーO. l cm て、しヽずれも 111 面から穿孔しており. S 6・7では.rr通II.¥'IこイLのlrl!,!1が
Uがi状に細かく411離している S 7は、頒に比ぺIGO)いさが1ilf.くなってはtヽるが、 tヽずれも't・1/11形で

は. I/Ji と I~のKきさに余I)),をがみられが、コの'r-形である

s ,Jでは全体に椋痕があり. S G・S 7 では!ff き残したような~;!材r(riが惰応みられる 1 i材は泊

しヽ 糾色でば、i./.:(1)文様があるf↓tto>もので．発地,.,,定のが必L SS・S7は島根l!J.f迅ii.,}町（と(1!11I ,~~;o, 11f 
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能付があり、 Shもそれに訊似した射1成を,,,してtヽる

S 8~3:, は・'j'l,,, ーであるが.S 8~1:, とSlli~:t'iでは.1111'.f妙n.H'l't. 大きさとも 5•'<な -,てtヽる

S 8~ 1 、りは色.~1はむ抹緑色から淡緑色よでさよざよてあるが、 l•ずれも硬1'{(1){ j材でlヽわゆる｛り ド製

(I)ものである 人さも1,lも細しヽものでO.h(m、太l1も(/)で0.9cmもある 」とさはl.9--1.-lcmである レン

I、ゲン ＇汀t(''/貞図版・11)で観烈すると、穿孔は1111]1(11からで、イLのた潔は・Jららなものもある また`

1,lr11{11からCl)-flはかなI)I「（な)'(しヽ る

s J()cJ)溢l(UU)),',I*点がIfりさりしされ てlヽる SI:」は1り1緑）穴と1'枷色のまたらなiiHで端tliiの周村は1Jii

取りされてtヽる !, II・ I IO)ll!fllfiiには/1JfJf11JijQ)稜線が残ってtヽる

S 9・11・ l.1には、赤色tlfi料が1.1nして＼ヽ た
S K ~ l!iO)怜 I<.は、 SI~I <lJ-'-;~+l/1 ~ /j閃11111 、 S 7 0)クJIi付近・f,'1',I: し、これら•述のもので｛りlえ

ば!,,1飾りなどに川し 、られてし＼た11ff泥11がある. ( i't!HII .J:.. 氏の御牧ぷによる）

s in~:{~. は杖rt(7)淡緑色(J) し 、わゆる緑色祉I幻＇冷製で、 J1 ·1,rにもろく、 J~代後(/)水t,tし、(J)役附で注必

深くlfiり扱ったも0)0)破tuしてしよ,)f・ も(/)、粉叶してしよって1・;{1化できなか・Jたも(/)もある もと

(J >沿Kはほとんとりしってし、なし、 太さは0-1~0.>cm と、やや~lilt ヽ J≪ さは·~(.-するも 0)は少なし 1が、

.>.z-:t2.-m f','I~ である S22のようにド）筒Jf~ではなく、 柑沿にしヽえば桟叫1り維形のように I.ドの溢の

太さが沢なるものや、 Sダのように、中央沈がUIIくくびれたものもある S'.!9・S iOでは紐の,u跨の
ような I:が付r1してし、なし、部分、｛閥J、(l)lj{跡かみられる

こ o>+j;'(lU>1~· Iん、レン 1 グン '1/l'J.で1雌1f11から穿.flされてlヽ たことが観察できる S :11で：;t、斜め

O> h 1i,JC1>穿{Leni\.)',;jが側1(f1 まで逹し、晴,mに小さなflが,~しIてしま .,・(pる

S:{(i~J ・ぶばしヽわゆる，什 {1J~Cl)勾,,である 人・きさはlとさ約O.ica、船0.4~(1.I気m.)'/.さo.1:;-0.2,頂

と ~l-めて,Jヽ,,, であり、あより u,,~りは知られてし、なt、クイブである .fU't-はおわよそ()_)CIIIで．穿孔は片

1(1iから行な） (¥ヽるようである flがよ っすぐに!Jillヽ てしヽるものが多lIが、中には針め/j[,,Jにft(ftヽて

：るも(/)もある

細かく観?,(すれば、 Jf外人やJ』Il'.IH">徴細な閥f,t,;み：iみとめられるもiJ)rl). J.:. きさや全体の形はJI祁

にそろ）てお I) 、 ~m1 .nが柑数であるNF能11はあるものの.l11Jじ.11.ll'frてほぼluJPH91に '..<(にfi:られた

ものとみるへさであろう

印i、の4川にIJJり込みを人れ、 fif:IJJltlitfりをfilflf?するたけで. ;~H{CI)'I涌 tfiiがばとんと残ヽ）てし 、る 111

川)V)ボ{i製l刃迅品に.J..<みられる'1'・11ii((.Jな1JEr はy~なり、全体に丸みをおびた形にflLげられ、隕

面も 1ヽれに)Ifかれて＼ヽ -S '1'-1(1111クは、加に比ぺ'~が細t、 人魂 彬であるが、 le'.のたr.:はS57・Sfil
のよう（り、が（いるものもあれは.S {7・S 1(1()(/)よう,-太く如ヽも(I)もある 11(1部は丸みを{j}びて：ヽ

るものもあるが.u't船(()な部分を名くりしすも(/)もある 丸 \ •11!1部に l('.(l)つ t ヽ t:s .,.t(J)ように1/Jlとlc'.Q> 

壌がktl1ll1するもCl)もあれば、 S祁・122CI)ように．服部が丸くl'l弧を描くもり）もある なお、この氾物

ii)'t~ 月にあた・っては、 、-~ f;';に柑人して1i・った

S12-1~21:{は、 II¥I. した,:,,, のうちq) 邸をIX!I、したものてある ，，1・2G3点のf-I f,. が出 I:してしヽる

11'1. ifおよそU.2H~U.3!'",cm、1'/さU.17~0.2t'II 0t1Jtfuの形f也はそろばん UJ:の秘線がJIJJl!C!にみとめられる

も(/)は少なく，そろばん I:.形に近し、ものと．ほぼl'rnil形に近し、ものに人さく 分できる S 1S3U>よう

に、 OPJ1ftiに｝』IJ'" ' 、レ・めQ)/~叶序収がみられるも(/)もある -Jl内に横/jf11JI/)線が、根がみられるものもある

J I、(/)1(11が'l'・'fiするものか多＼ヽが、 S1 2:i<T) ようし部分によりN さが~'.はなり、 :rf11が・Mrしな＼ヽ ものも
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ある S 2:~lj'2:i7 (/)ように糸につなかれて！ヽ /.:U¥ Cl>まま. '.l. 点かく・ァつ：ヽ てtヽ るものもある

鉄器 (l'XI版20-2:i・,;. !'↓ 14り心!J-:n.H. -Hi) 

鋭以外の令屈硲としては.II・人）］・｝｝（．芹.iii . 他摘みl↓• 鎌とし、った鉄器かll¥1: して¥Iる

針 (M2 ~ W~'l) 

jl は ljlf木て ll't l して l ヽろものもあるが、 ~I 2・ I・ 1・7・I{; は.2 . :{本セ・,I・ 「なってし るヽ．

+tt1・ くるまれた状態で残{(して¥Iるものも多し、 人さはおおむね0.1cmで、 長さはIt!」とで6.8,::11であ

る 現(1:の人:<けtiにり,.りする人・ささである i;1lll・Iii・IXでは針,¥(めど）らしきも(/)が、肉眼や

レン トケ ン＇几'!で観？；~できる ill IIでa、ややふくらんF叫部に針穴をかって（ヽる

現状では、ま・9すぐではなくix..・ったものが11,'r -.>が.)し々そうであったかどうかはイ＜期である M 

21 のように停しく ~lrt11ll1がったものもある

r.1 4は糸が残｛｛して lヽるl'げ（な例である （．，れ＇↓:1·~1版lti) 糸はfl··,しに辿った状態0)ように観察され

る 糸は．本O)kill糸を撚り合わせたもので、そ(/)糾l糸j'lf,j,:もf11J,I,: かCl)U¥維を撚り合わHたもり）である

M2 Iより真j•:(rnli160)凱微鋭’瑣でみられるように、 .JI·常に<1i11 <1>,., りまった{Ji}j・ カ:,t.:材の外側にf.「ti

してlIる 111筒状の木製品,_{fi'ををいた ri, 人れ」の構迎をW!定するのに」けitに判味深いl't料である

M9などでは+Hの外1(らしき1(11/Jtlijjl,!.:f. Cきる

これらのtli:1..比較的保({~)、他も良~(であり、よた f.Jli物なとの視状を良11{な状態で観寮できるよ

うにするためにも、樹9計を含以しなし、よ上でiは怜して iヽる

大刀 (M~:{·M2,ll

~121は·;i;Jf] で、令U8r;.. 1t-.. J.J Wik. lei・. flり,"'j;I!J.8cmを測る ).j部は輻'!..7cm.1'/0.7cmを測り、関か

ら20口ほとは1ヤ傭がややふくら t.·。 nはフク 7/•l とである 1関部は柄*'ツ＜具あるいは鎖 （はばき）が

m (tする f・めカ・イ"り1船であるか、 ~fり<1>1', l~l>- 忠われる l関周辺にのみ,+.:nがわずかに品められる
・わ部は、 K さ 18.IIC'II 、食，i2.0nn 、 11/0.fon を ~l.』ろ I f-0. lc11 tJ) II 1「イLが2つあI).f Jjf-flllllは7,ll"1'1を鳩る

lljfははめられなtヽ，・t,)Ji.は即）：初ii.ぐ．船O.・kmであるn も'l!:r:.+.nは品められな！ヽ ttを上にし

てヽ~,. Cた状性でmr-した。

>121 は・ん形で、 1:J~9Y.:km 、).Jlお0.3cm.納沿19lkmを測る t)部はt;.trn.:m、l1/0.8cmを測り、祝や

かに内!・1する nはフク叶.Jとで、針f.j近にぶl'lが認められるか、 Jj・1(11のみである l俎祁；iutfりの片
関で、~'{'(力1,~められる 15!! から:rncaの付近から. ::rのr状のi.¥.、lkt>が人る や部はKさ19.<kll.
船I.9tm. J•;:o.1k-. を謂る 仔0.1'.icmの111rflが2つあり.I jjffLl/lliむ.ti口を測る 111! はょめられな

t、0 l/..1,i. は闊lkl/..l.1t. であるが.fkl)はJI祁に況やかで．船lU.-ICIIを測る ).)をti':内間に向けた状態でti.I

I: した。

刀子 (M2!i・M21il

~1~:iは月の 祁を欠mしてわり、現 (fJ~9.lcm を測る ））身は現（｛する長さで6.2c:●、船0.9Jt'ln、1'1-

し）.l:icmを鴻る ））身Q) ;';fl をク~m して＼ヽるため、 Iよりはぷlllf瞭である 1関ばなHり(/)J.・1関である 関と

).)は研き祓りによって幻IIしてtヽる 1せu」とさ2.9cmである，斯1(1iは/j形、初Ji.は'1J!Ji.で、「1ir~1. はょ
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められなし、 9 ・i.,-は柄の 邸と忠われる木'l'f,-ょ)て附われ．船I.le1. IリO.l:ii:11~il[qる

M26: よりのごく 部を欠柑して¥Iるが、全HI1.0cm、)）it Jx8.0cm. 船1.2cm 、 l'/O.:km を iU~る Ii. り

はない Illれよ糾 fヽJ(/)片IIIJである flll{,J ,[(I) l)U沙、:mはlilfさ拙IJによるものと忠われる やはKさ：!.O 

cm. 船I.Jeniを氾る ltfr rfiiは/1113.やIJi.は＇北 /Ji.で、 IIjf孔は認められなし1。:tには柄(/)祁と息われる

木ttがわずか：玉3められる

穂摘み具 (M27~M叫

T籍もしくは摘籍;,Pfばれるも(/)で、 Kさ:i.ti~7.!i,.. , 船l.!i~I.M>i¥りし、鉄椒<J>l,d!.1をi)とし、もう

辺を,1,./¥・ に挟み込む~'ii近で, ';·i)I団の分~,では. r成 Bl-あたろ．背部の+'Clの,+.IIは長辺に'l'・!i・

てある (.'f沢1991)

このI・籍Uは、知jflを折IJ1111げて,f-0)ftりを受けるi加ao>TS艮．＼と比校すれは・.1H I; 例は少な＼、か

近ti~では．出祁l?i洛 ·J-ti•~ ・flUりで(/J/Hl:l~Jか附えて 1 ヽる W1.it1月I~f.J(; <J)碑教ぷによる）

鎌 (~J:i(jj

ゎすかi-たなの1111がる1111).J鎌である 長さIl.3(m、).j部(J)船、lll...J, む;t;v)船、 :i.liun 11ヤの船り.~Jt.... 

ぷR分mo>I I州鎌にあたる り、lo>中央より）訊iより1.:1:. /•1! 川によるI'/t(O)ためかくはんでt1る J[.,, 

部の両1川に木rしがり~(f しているか、折り辿した滞，'｝に 1.t.. 2められなし、 hりを}'dtするt・めに折り必し

たJ,ば部叫JrI)辿しを IIiにJJ部を f-1前にしたヤ、 J):,¥; がIrr_くるもリ）で、金111i'7-牧の分項によれば｀

'I'類にあたる （金1111!>!)(i) 

斧 (M:!7)

（以»ゞ欣；fで、袋部から ).J部に ii る 11',1に、 ~I部{/) Jヽl<I) /l'iす (I~Iであり、,,淋W>I,}頂によれば.(I袋鉄

; f.A類の,1,-でも小邪AI fltにあたる l~ さは!J.1:i呻、船1.8cm 袋祁の1柘1(11はlfilり彬で、 1Hf2.7('m、短帷

1.7Scm 内部には木竹が残（』＇して＼ヽ る

鏃 (M:-l8~Mfi7)

鍬は'I'・り試と尖根式の2糸統がみられろ 'J:. 根Aは l\UR~:i:~である。'I'均すると、令長9Arm、鍬身

此~.2cm、銭身船t.:km 亀 rt'!名111<はふlil'DIを測る ドに'A.l;!W) 1-'C'tと柑1/t:を迎（｛するも/JJが多し、 1¥1 IO-

1りは鎌Jオ(/)'V・1(1iIf~ は長 .Jり形で．践身関部が投,~,-なる ~l:il-~>:iは5((1部にねじりを l ヤ, ~l:il 、

必は反Uh:11111り.t¥lぶ{(よ時III 1111りにねしられてし、る

、P・根式 (i\l!i~l~li7) は滋身 •JIJ{II形が腸扶FLIP虹式ト柳便式かみられる IIり袂呵便.,tCJ)t¥1. ,-1 ~、内は、'['・

均すると、 'I"J,l:!).2rn1. 儀身此I.I叩、級Jオ鮒l.2rm.f!l ,11H.l: は12rm を ~Jij る 'I-し'>湘り(/),¾-'({と樹1いがみ

られる M、)7. ~ ぶは逆中lj/J)jとさがイぶJ吟である 柳りし式I})I¥! :i!J~(i7は'I'・Jれると．令1-l:10. 1cm、絋J,tu 
l. I (ffl • 鎌身船l.hm、府li~~」とは 1.7cm を m11 る tに＇人納 I}),I-: 竹と樹J)(:がみられる i¥l()()は欠納に漆1が

~lli71よ砂鉄がii~かれてlヽる

＿公） 一



第3節 2号培
(I文1 ~2(i · 27''/真l火1版 1 1~ 1 ::I)

2 I }J(Iは、 l~ff!<J>和I1(11. Iサ閉の北に位w,・し．約'.imの'f1-J111f11t"d1 l)fi', して！ヽ る I I}閉から卜る

約(11の(~I紆糾灯'.i 付近'.. ,,. 晶のふヽ傭に船0.8m.1~ さ7.3m.深さ0.25mM如(l)11'1.線（りな消を，＆ける

ことで．ら＇政を 1メ'.111れしてわり• Iりt{lの'I勺I!な沈分の形は 1~111形とな って しヽる

J(l)i-Q>1t1~t l;,,,JCI> l:k>~ 断1li1では、セ体部より谷側にあ f・タIt側に It 、'.:~りfが、-fill¥したような状況

かみこめられるか、東r'lf/jμ1)の Ik1断而では、 ,'i.tn辺1/i.叶の1111<I. らしtヽ 昭色の I・壌化した附より I・_

に盛tJI: を,,.った,ur介はほとんどみとめられなし、 また. I l}t{lからなたらか,-卜るl11f:りの~i糾角9父

は →定で.I,(両溝より1l1側を削って・V-tli面をt1・ったようにも見受けられなt•。 もともと 0)地形で、糾

:tiがf;-I・ ゆるやかになって lヽ た部分を利用し、前1面にわずかに盛り I:を1r-., t.: r.i度であらうか．

埋葬旅設

坪WI.ii!位は、 ~uんに Wilf加）木棺をJL1f桜納めたものである l・・紬 li/~#Uil:11とほぼ11'(交する N33" W 

の/jfりである

,+: 棺を1勺fti的に検Illし．棺内部を掘削した後にtrった断ち割り柑袖j<J)観察によって、 K約坑礼1i/jは最

Mに検IIししt・h'l:i'c・ 規校とも、ずれてしヽたことがf'ljll/jした

掘/)<I)」とさは2.Sm、船1.75m、し、わゆる：段硲坑になるのか、検/l',1(11からの深さは0.45mで1ヽったん

底を・v・ら「し、その中の棺の部分だげさらに段深く掘I)Iヽ・げてlIる
人棺の内隕の人ささはliさ1.3m.$.,{0.3mと小規校なも0)である 検II袖iからのボさは0.6mである

棺りぃから10("1くらし、 f_Q),fさよで掘りドげた面で、船J('fflばどの桁村u>1m-からしさ L( ~M) を確ょ

している tiW>IJtにぱ]~ Ii {":Iの小陪が撒かれている 際間焦<"t1(11L敷き品めるのではなく、桁の

11f1J~.J}JJ付近や側1!11沿t ヽはやや密に人・きめの石が撒かれ、小央浙1ご /;!.:{~/afrほど令(Iの部分がある 棺

内に氾体がii'iかれてtヽ た部分であろうか 1-51,t1nでは、棺り・c:こ代が撒かれてtヽた0)は2l}J(t(l>み
である なお、 II I J(¥ f,fl,•,j辺の f-_J凡には、ほとんと茂は含まれてしヽな t 、(1)で、庁ばどこかから迎んでき

たも(/)である

棺のKきさから杓えて、 小りいを押作した総であるnI(尼t1も身えられる

迅物がt-<II¥ I・ しでヽなし、ため、時期の決めfはな＼ヽが. 1り珀より後r作られたものであること

は確かである，9

-21 -



第4節 3号培
(f':/II阪'1.8ー：H .,,: 丸f・x1Jl'1il4-19)

ふり'J(tは、 Id根())糾1{1iり）ばば中柑に位沢する この占J(j(J)'1'面形はほばjl/形に近く.11'lff. はIOm f'J 

JQである '2 l'"} J-(1との間に、斜1面を削り込んだ ~ 11 fl 状の/.'~i,V,が巡る 合・l1(1iC1>I: と）,',Ji,~ の収(l)(,·w~ぇ:
は.im以 Iある t・k-1晰血の観察により、このi:1面を削って発’「した人:litの 1をJIIl、て、 J-fllr.では部

分的1.-I m以 I・の岱,._をしてlヽ ることがみとめられた 占閑近）R.11、iのIll!I・. である 1壌化した111花色の

(.(l) I. に盛り I:を h~み Lげて！ヽ る l -:-, ~;-.t(lの中では、 3 ¥}i{lのみが盛り I.をしたm,,.がJIJIらかぐ
ある また、 11ll-< I. である上壌化したUi}色の上の仏がりが'I哺l的に検出され、そQ)範11りを,.'.t線で小し、

1',J; 仰）範1111としてtヽる

,',mのrCiI. の‘げ抽J/;.p'(ff.5 X 6 mの /j形に近い形で．ここにIt根 Jil••I と 1-:悼がほぽ11'1交する坪

作施，』しか」｝，し作られて t ヽた。 埋仲施設の t~帷Jn&1はわずか：～ずれてしヽる れと.:i }:(,t. はIJJI)介って

：ょし、るが、 ~l I t: 体と ~2 · 3 t体：ふれlqな配沼に）よづtヽ て、作られたもの(I)ようにみえる し、すれ

も木棺u'(t¥である

この'1'•Jll1(11や沿 Iiの,~血なとで、元形に近lヽ須恵活のn:必 ・・必 I.flP沿のJUなとがII¥Iしている u 
; .: ~2 l・：体の I:にあたる祁分では、須屯岱の生や杯などが~~んてm,.しておI). ;, し,~虻1-111¥ヽ られ
たも(l)である11f能性がぷJt、 (1·"1~30) 

1. 第 1主体

埋葬旅I反

掘/jO)規ドAは、船O.tlm.1cさ2.9m 1-iJの規悦はKさ2.5m、船O.G~U.7m らし坑検,'l',r(uからの+rihtの

深さは0.りIll I I I (開は地111を削りこんでしヽる，1-: 帷JilfりはN:-1'1."¥Vである

t,・: 材をflll]l(iiから押さえてしヽたとぢえられる 、1個の.(iを検111した勺{iは'['・らで、恥120~:{0cmX J:,~20 

c・mで/'Iさ:icm r.'10: のものである

mのVり傭ては、 ~I.'ぶ路のぶ汁（、が 2 七 J 卜．杯益 5 . (iは2fl.IIを •Ttね．中(..l,t 7・Xは豚を I・にして2

個．介わせて 兄：；閥にみえるように-tkペられていた K岱枕とも考えられる 棺の東北屈近くから

ti¥ I・. した鉗汲Q)ドにはかなり人さな人／＇, が残っており、鋭を納めてしヽた箱の 部と名えられる 鋭の

,tiにば））｛・がnかれて！ヽた 棺の西沿近くの,ti側に沿うように~ii ヽ））がii'lかれ、 l: 沿を杖んだIx.対側

の~~ ~t限付近では儀かまとまって11'.I・している 鍬ぱ桁溢に先,~を向けている この,i.;f,j':Q)側収；ょl;.f.

ばu'f、りもしくはオーパーハングな（味に内伯しており、この紘も'I'・血1・x1では 11u1・c検Illした-f-ti':ライン

より外側に位ii'tしてし、るものもある

この 1-:体部の鉛のある/jを頭位とすぺきか、 t器のある}jを!Iii位とすへさかれl斯に，Wしし f¥'iの船

も内と如Cばあよりむよない 今後の項例のJWJ』1をまちたい，

出土遺物 (14加：l5・3(i ., 紅駆l加?¥1~::lu)

須，J.i岱 (::.~ti)と．位 (:¥ii邸）や）） (~175) ·JJ ( (M78)・鉄銭 (Ml>!)~7t・7!J~ttl)・JJ焚具(})

破,.,らし lヽも(/)(76・77)が出 ,-.して しヽる
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須恵器 (J- 8) 

沿(/)L1/f. はII.Ojcmな(IしIL,cm、沿炉iは1.、）なしヽし:i.lcm t位）I lifは l~.U~,な t ヽし 1:ucm 、悶~,:'Iiは 1.:1:,

なし1しS.:km S・6 (l) f(.Jjの沿池には桟線かめくるか、 7 · XU)杯i,l'(I)沿i'il;r.t j:~く尖・1・(し1る ., (/) 

姐.'Y.沿l})f'r徴は、 M≪めて,rnヽ ことである ti-8はIIN部がr,,. ひずんで（ヽる
:i・(i・8の内血に｛が、わゆる1111心lり文人タンフがみられる 、:, • 8しつlヽ ては、抽I<I !lにH,は玲

担杖してtヽる 3ば中央(l)< Iまみf•I 近 9こ加、部分的な l11l心1 り ~i て H,j~カ・tヽ くつかみられ. 8~ はむし

ろ）.'d, 且沖に近し、部分にIJ:lj{がみられる 、(/)内1fii1j1心部はfl:I.Iiナナか施されてしヽる

7・XはIJ柑を1-に向,t・c fJl.t 、たものら L く、 ~·t1ftifl'Iに灰をかぷ・~・cおり、 ！）もIA.・せて焼しヽたらし

く、外llllに1火んかぶってtヽる lnl軋ヘフ削I)の範'"'も炊<. ,',t(l叫代i名:101削'I'、TK rniQA•l'-frll)Pr 

削てあろうか

鏡 (M似）

Mfi~ は乳文汲てある 背1i11および~I川に (!JIUが f.Jt; してtヽた また、 Mi.II>Fには~-H がり~((してi」

り、り1挿1111定の帖果、スギHであ）たことかわか ')・(tヽる

鋭は,m約.JC濯 凶さ0.7Jcm, 11'(/ f J.jcaの紐のtu]I) 「 I~線をめくらし.,,~,,(・・「 Ii 側の礼l'r~してし、る

ilf.{Lは 16if[~りされて（ヽる それぞれの乳は. L!'r-Jf~ のl,1I,';1・文で(tりよれてし、る そのJ.',1(1りに(t;.J船かめく

り、外(,<ぱ・_ifIに櫛r≪文がめくり、ヒ1f1iをなすけにヤる
文様がJじ較的:rt似したものは、 rn1i1,1はノ111I I} t(t/1¥ I II>ものかI>;s ,1itflll)叫）QIは13(It紀riiJ1'と

し、うことて、 P-,.JJJl(rりにも近lヽ.(Hi'I人2002)

また.x船レントゲン.,;. 真('!;真('XI版rnで見ると. I り Jnit~I.O)M I よりも {Lが名 <',,~ftか進

H して l ヽる~}、況もしくは、もともとのぷ材かり1情であ·)たことがf&";れでさる

刀 (M;j)

M7:, は-~形で・全長11.-tca. JJ身貶Jl.:km.'H~IU.It.. を測る ）） JJは恥\~.it._. l1J O.Hm /;-jl{Iる ；し

< Ji. り、 nはフクラfIさである 1雌l虹ともにJ}身t恥こHI讚11(/)紘物が付?,する 砥物はJり11/jによ-)
て粗密があり、 9関周辺ではも1物(/),nなりが，＆められる。糾物と）JJ, キとの,,,1にはィ、nをfi((必てさなかっ
た JijはriLil~Iであろが、船が背!i.Orm と Jォ0.7rm c'J~ なろ 'I-はKさ10.1(會II、船U.irm.11/0. lrmを隕る

1rn.1ct1の11jJfLが 1つあり、礼,1..,にllj「と忠われる{j憐't(がわずかしiり（（して Lヽる f1l,j1(1Jともや令

体に,t.:t↑が,.1nする '/..11しは＇屈,,.. て船Lkmを測る

刀装具 (M7(i・77)

M71j・77は））装具の戟1ヤである ともに.I村・外''"'-,t.:'. りが付nする ~17(iは現((kL~cm、此il.!km 、

）'/. さ0.1cm.M77は現(i長I.とcm、船l.!Jcm.''IさO.k11をi!lllる 1柏(tiIt~ は倒IJliJIクである ,, 雌iは・1勺1'tで4、

IIがわずかに残る M 7:;<l)ドよりII¥f・. してtヽるが.kささから杓えると鳥これらはM7Jl-f1'う））装具

ではなく、 M78な（ヽ しば沙jO)}}(・ に11芍 JJ}~!!だと忠われる なお、.:(/) 2いはhiJ・個体と！ぶ~)れる

が、桜介I~係がイ澗Ill!;(なため、 )Jlj伽If木として扱.., た
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刀子 (M78)

M78は J.}の部を'J~f{ししており、現{f 及17.lkn を複Eる ） Jjキは現（（する長さで10.hcm、輻lXica 、 J•f.

03cm を隕る船は1見から2.~cm の由）から萩やかに炊まる J.101の,~を部頌するが、均亨な1i1im1

たと忠われる lijと｝］のク¥'.f!iは研ぎ祓りによるもの（ある tはiいさ(i.2<.'TIIてある 断血はIi形.w 
尻：ょ吸尻で、 IISHVふ＆められなl• ' 牝はhり(/) . 部と忠われる人竹によって円われ、船1.3cm、1'/.1.0cm

を測る

鰈:(MG9~7l・ 79~81) 

紘IJ.'I湘試と尖根式(/)2系統である ')l根式は鎌身,,,.r,,i形がIIり扶抑伶式のMli9~7:{である Kきさ

は'11-均すると｀媒身長5.7cm、媒身糾IJcm、府it滋wよl:lcmを測る．すぺてやを欠mしてしヽ る 尖根式

はM71である 銭身 •f··1(1j形ぱIIり扶柳偲式で、現({」お.7rm 、鎌Jキ」-l:2.'.km、鍬JれIP.',il.Ocm、到部及は6.2cm

を1¥111る ドを幻IIする

~1 79~81 は. M69~7IIJ)lヽ ずれかのお洛だと思われる r-m1は現((J..!:J.7:,cm. 船0.41.:m、断血形はlり

形である M8(止）は現(f長3.3cm、輻0.1cm、M81は現（（長：l.klll、船0.6::icm.lヽ ずれも断(1i形はIi形である

3点とも-t-:TI州-Inする

2. 第2主体

埋葬施設

~2 I:{~ ば(屯り J:内にhられたものである t—め．検Ill はJI 常に I+!帷であった

~ltih は贄，il.7mXU- さ 3.3m ftWJ及さ2.3m 、船0.9ー0.7m と~} I l:f+よりやや人ー咽である 煤坑検出

1(11からの ffifJ~の深さは0.岱mである 棺の船は,,りO.D:irm 東0.7!irm。.L釉はN-17¥Vである C わずかに

船11、(J)~りの打を別if.'(と考える

棺内では東北隅には須．出器の杯必とf{.身がそれそれ11柑部を I・.に1,1)けて4f:べてii'lかれ．外側にある

t位初） I: にば閥杯がH、部を内側に向けて転がってし't・ よた、そ(l)すぐ近くに10cmほどの小伽り(l)fり

, il~) t.: { iがii"t.かれてしヽ た また、柁の,ti側に沿・）て、））が:nかれてしヽ た 先燐は西側を1r,Jt, てし9る
ほかに．棺の火rtifり、北束角で鏃やJ}(ーがまとまって11'.I.して＼ヽ る

出土遺物 (fxj~'.~:-i ,, f. 真l対版37·:~)

9 ~IIの須•.lf.沼と、人:JJ(M82) I 点、鉄杖~-点 (M83~85) 点、）） (-2点 (M86・87)、針lJ'.i 

(M88)の欽；名が11¥1.している

須恵器 (9-Jl)

9 rJ)杯必はllif 14.5cm、器f.·s~.35c11 - 沿沿にJll]線がめくるか、 k.JI部はf1111;らず、屈曲した稜線はな

ぃ~ I勺血には第 !> MのHi影にみられるように、わずかにhi]心l'I 文Q)'りて具跡の沿と思われる圧痕がみ

られる II~ 沿祁は一沈内側に灼illJするようにひずんでいる 外rturが火をかぶっている

杯J,tI()はIl/ilL15cm. 器晶4.IJcm。11舷沿部は小さく丸く尖）て終わる 内面には ・Iii句のfil:げ

-)デがみられる n AJl'f,iSがひずむ，

無沿晶杯IIはI11f9.1Scm、器邸9.7cm、脚径8.:l!icm,U部Q)f'fは小さく． 脚径とほぽJri)じである。脚())
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樹部に段がめぐり ．その11'(I・.に小さく縦長の比ガ形の透かしイLを3/J(f,Jに穿っている 人::Jtに1火をか

ぶっており，．胎 I:もざらつし、て tヽるn

大刀 (Mx2)

M82は完形で、令及81.8cm.))此GS.0!.lll、納池1:rnじmを測る').J部は船3.1cm、11}.0.GS(,lDを測る<,))

部はほぼ11'(.で、))部全体に,+..'rtが認められる 鋒はやや稜線の,mりがu・tヽが、フクラ付きである＾関
部ば1I't.fりのl'il対だが、ややl勺！＂してや部に続く tが部9よ長さ13.8c-m、幅2.0cm、/'70. .frmを複9る.1径0.-lcm

u)nlHLが2つあり、 11ff'f-flf/IIは7.0cmを測る.n ir:::t,.! められない。苓部は腹側にやや内Hし、苓尻

は糾快や｝んで、 船0.3cmを測る。背を棺1J、IOPIに向けた状態で出 I・.してtヽる

鏃 (M83~M83)

鏃はすべて平根系である M83~85は鏃身'11.lflj形がIlk}扶柳蛇式で、人をさは・r:均すると、鏃身長5.4
cm、銀身船1.2cmを測る。M81は＇人di加）ぶ（りに樹皮による巻きつけが残る。

刀子 (M8!i・87)

~1 8Gは月のほとんどを欠mしており ． 現 ({-Jと9.4cm を測か）］身は現{{-する長さで5.1cm 、む，\l.<15cm 、

l'/0. lcmを測る。1関は均` ．形の111祁りで、関付近の、).)の欠mはIi}[ぎ減りによるも<I)と思われる。性は及さ
-1.lcmで、111,,ru,:t/j/fク、や,,しは如1しで11負I孔は，忍められないり柄の い部と息われる木＇頁でmわれ、輻1.7
国、 l'/l.2cmである

M8, は月の 部を欠mしており．現存長IO.ticmを測る））身は現(r-する長さで6.8cm、輻I.'Lem . J!/.0.4 
COi を砒lj る ， 反りはなl ' • J.Jの欠tuは研ぎ滅りによるものである。1関はf1l祁りであるが、メj側のI関に切り

込みのようなものが秘められる 。 茎は長さ 3.75cm 、け袖iはり形、括屎は＇梨尻で、 1 1 釘~lは認められな！ヽ。

柄の・部と思われる ...f-: '('tがあり、船1.8cm 、 1•;.o.:{crn を鴻る U

針 (M郎）

M88は、筍2l淋部の西側の環0)f0)1: を持ち帰り、ふるl叶こかけた際にみつかったも(!)である ，

太さ0.2rm、残{fJふ1.7cmである

e
 

3. 第3主体

埋葬施設

第2J-: 体よりlriにずれて屯なるようにt,・i::nしている 規校は切り合いのため不明である。柁底のレ

ペルは第2主体よりも，硲い。

束1liではu'Cif:25し'Ill.f'雌の赤色のtの広がりを確品した そのサンプルの分析を試みたが．朱は含ま

れず、ペンガラも確認できなかったc しかし、頭部分に、かい上を撒¥'てtヽ たものと忠われる

また、tLiO>北側巾ほどで、鉄鏃が4点、媒身の方I右］をばぽ揃えて並んで出上してl>る。

服
ウ

rilrH
テ

杜

~)、

<l) 

み
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出土遺物

鏃 (M8!J~M況）

'I湘試と尤腿-¥:0)2系妖ある .,, 根式は~IW.J~!JI の鎧身 'I勺虹形がIJり快柳りも式で、人きさは平均する

と、煤身長1.8,・m、絨1-t輻1.3cmをillilる ~192は尖根式で、鏃身平面形がJ)l,I快柳伎式である 令JH3.4ca.

凪身長 1.1cm、煤身船?.ll皿、 ~ut:111~はli.lベ11を測る 浄部のl't・隕に逆刺をもっ 1¥191・92は柑l,!iによる

巻きっItO)残りがよ¥I 

4. 墳丘上出土の遺物 <Ixt~~:~8 ., ; 真1・i1肋39・•IOJ 

12-20の 1沿：｝は、 :::021-: 釦11(I.あたりの閉斤から ti~I.して！ヽ る0 1 8をF余さ亀 ~(i.•.!.澤卜である

I!>・:W'7)やや人をめの I;硲が、 Ilh~f\J\を fヽ欠くのみで、ばぼ＇え形に近 tヽ形で/Ill・.しており亀あよ

り/(り械もしてtヽなしヽ ので.JI'! Ir. I: に I::器カ・骰かれてからあまりU¥'1111をおかなしヽうちにJ附没してしよっ

たことが推隕でさる

杯必12-15はIli"l1.5-l 1.Rl'II 、；ぶ，:~Ui:i-5.0cm )di・部の使、 Jir!1lhが11))らかで、 l:f+部IllIのもの

より、 ，1il1tHl.1を4-'i・）・cしIる 13は焼成がややItし、r 11は.A:Jt部中央がくぼんでいる 1、]はひずんで

おり、 1血には灰がかぶ）てtヽる 外1M中央にはIt根があり、内1(11中心祁にfl:Iげナデがみられる

杯身IG・17の11/t.は13.0:iなし1し[j_[5c11、沼，¥'5は1.S:iなtヽし4.71:m Wの11粒溢祁：ょしく、 丸みを・沿び

た沿形はセ体祁lりII¥f:O>ものと類似してlヽる 外lfllのヘラl'fllI)のL具．狽はハケもしくはカキメに近＼ヽ

即u・である 17は溢部(/)検線と しヽtヽ、.,,.底に近¥I/J's: 部といし、、 旧本部より，'iし、特徴を残して tヽる 内
1lii中心部にば:flLげナデらいヽ痕跡があり會外面O)!iil+i:ヘッ削りの中央部には"jj・｛もしくはfUがみら

れる 内1(11には介色flri料らしさも(/)が付i'}してし、る

12・U・[(jにlぃl心ff)(/)'りて具iuがみられ、箱9l'XI I-Bと 16の柘影を出.~してlヽる。Itは巾心祁の段

乃付近にわずかにみられるのみであろ

18CIJ l:fり綿の小如坪I~のつくりで、焼成が：mlヽ ためか、 .JI常にもろし、 ~-(部は.,.. 底で. ~ul'11-な lfl4

祁に．ほぼ11'1:、'(する知ヽ I1~-~ 部がつく"l ljfは 、 .Xcm 、 ,rr~f訊以lf-はf).9cm 亀芯閥は7.2ぷm 外r紺はハケ

もしくは椒ナデ（、内面はナデ I It~/鴇は横ナテ＇している 色rll,'fは9穴(1¥?.U色である ，

rnはややJi(Q)はっト球Jf多に近い馴部に.11'(線（内に小さく!JUく長いIlj~Q)つく壺である I lif!'l.irm 

胴部ltl人if10.7cm、沿屈IS.hrw I l粒部がわすかr 欠m して t ヽるものの、ほぼ)~彫に近＼ヽ ため、 内血は

計漏.j~ 吹できなかった ；川邪はおおむね(111~:によるナデであるが、 胴部F平はI,・トがりのf・持ちへ

ラ削りが施されており．内血には折押さえ(/)艇跡がみられる あまり t:((例をみなし 1器形である やや

軟'"の焼きである

t:!OのガはI'*点部 ・朔,1;1;u>部を欠くもcl)cl)、f,i,.邸ぱ元（｛してわり、 J('t丘祭祀に射え沢かれた止まの
状態であヽ ）t・ ものらしtヽ 1 llf. は17.3cm、尉氾I,いkif.は27.:3叩、岱翡ir..t29.2cm n-: 似揮Jは'Mrllllきの
のち,h /;111から底部付近までtYiJn:,1のカキメを施している 内lfi!はl11J心111文の"-¥て具瓜がほぼ全面に

みとめられる また.llS-1叫l近で：よl'l盤状の粘Lを-{cfflした収跡がみられる
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第 5節 4号墳
Cl・布IMd!J~11 ・,;. i•i図版20)

:i~}J-(\0)北束に位閥して t ヽる 11潤 に恥10.りmf閑JQ<1>・. 11 II状のl.',h情を設it、5.IX3.6m程度の't'11

状の硲域をli<.11l11してしヽ る U1lt.lr1fii<1J観寮により、 fi'f"-0)盛り i:を行ってし、たと推測できるが、 Jti11 

の悧はIIJIらかではなし、｀

埋葬魔設

,.,_枷1'(*で、 掘/j<l)長さは2.:im.船はUm f1W)」とさは1.9m.贄,Iは0.4~0.:imである 検出1(11から

棺底の森さはO.imである。上位はN71Wである

棺11➔1- i!'.l物ば fr~もなかった 珀糾部て 1帥沿；の小）＇,がIllI: して＼ヽるか、関川を判断することはでき

なlヽ

第6節 5号墳
(l・J.I脱3!J・IO・i2・11-Wxl服21・22)

:, IJ-J(lは II J-j(l(l>北東、 I[根の合l1f1iの i1湘忙位訊してしヽる 1l1fflllの斜lfllを少しり）り込んで、 :,.Im

X:Him籾妙）桁I'IJ即）浴械を設けている.J(l Ii-. CJ> Mは1りlらかではなt、 この古J-!'lにもわずかではあ

るが盛 lを行っていた収跡がみとめられる。

埋葬施設

木t1'iu'1.~ で、 掘方の長さ2.9m、船1.2m ft'iの人ささは長さ2.1m. 船0.3-0.:imである 紹tんの検/I',

1{11から(/)深さは0.fim t帷はN60'Wである

棺内に迅杓はなかったが、 I. か赤色をしてし''°i1l分かあった しかし、 科学的な分析では水銀もベ
ンガうも検mできなかった LIJO月のn川r~IJJ t) 込んだ部分で、釘l.'.!.(;i1の杯必21がII~沿を 1ヽ！こ9人せた

状llf,でll¥1:してlヽる 17籍沈がおよそ1'分M!l残った破)jr: ある

出土遺物 (1-~ r:t,1l 万：！知l似i40)

llのm恵；岱の杯益は、推定l」If:11.f.cm、；岱,m.Scm I ljfに対して器,.;5が佑jく、犬J団部は1JlJl[である

I 1•~ 沈はカットした後ナデており、松がは ）きりしてtヽ る ：), IJ.l'(l/1'.1ダ）須必器よりも占し 、特徴を備
えており、社くとも fill! 紀初めばj(l)ものである 人:JI・ 部はl火をかぶってtヽる見

一 認 一



第4糸 自然科学的調査

第 1節梅ll1古墳群の「1然科学分析
Iヽリノ・サーヴ.Tイ株式会社

はじめに

梅山阻oer(!ll閲，~,;.JI 来！祁 f1lll11 lI町に所(t)は.'IiJHII /,:/j111>広がる11.陵地の尾根 I:に'.'tji'tする 揺

fll述絡近路(l)iJ!,i'l'h業に先だって行われたクパl』,J1代て発兄され、約1、Jが(I)占mからなる閏/'11:Yである
ことが紺＆された

今Int は、 ,', tn内部における追体のj叩納令につし、て検証するためにリンク！析 ・ /lrill/i依分析 ・ ‘がt~. !.ltlltl

分析を火施する おた、 1り閉からIllI. した人材につし1て叫仙lit幻 1・し'・ .ヽ,,時の木印）利川につlIて

検討を行う

1. 試料

1式料は. Iりt(lおよび：3 \}~iから採I{~ されt~ I けれ1は、 ,~m(/) 分ヽ＆点にあり、人ささ約l.,m f°(/~ 

の小屯~111 /fJ<J) 占Jりと名えられて［ヽる .l'.l'Utiり(/)岱救で、内{l!II・l乏さ約!im 0),f消iがfr{1: する よた．

rl叩からば、 Ji,◄餃、呪閲．勾Ji.u'f J J、・,i;;_なとの凶物が出 I・.してtる これらHII・. 辿物から、小占.t(l

は古れ叫('.:"IIOI (.) lit紀i行）に構そされたと推定されて\ ' る 。 :~\}J(lは、,~根の和(11沿；f_j,·,·~,· し．

Kきさ約!OmM'lのl'I形に近し、.i,,nで奮 3JJ,<J)埋仲施設が確認されてtヽる n位I•からは、 ~!i.'.!!.:ぷ．

銅鋭．鉄硲なとが検出されてtヽる Ill I・. した:H,t.!.(器から占.tnn\代 i•1月I (Ii 阻紀•l•ti:i) に構決されたと

推｝とされて，.ヽる。

wt料rよ、沿地J'I(ft1物． 桁1勺埋梢物、 l-f人沿iから,'LII: した I:浴0)内池に允瑣した ,~頃など、合，1111点

（試n番け I~11)が4祖収された (I<2·1·~1 h'!i !<) これらQ>n1¥Hから11f(~ を考地しながら、リン分析

6点、脂Ill絃分fir,,点.!:i生虫卵分析I.l.'.•.O> 分祈よ料を選択した
樹種1,.;J:,tは. 3 けれおよび I ~;-J(Iから 11'.I した 木材 2 .1.~1. (,IA n昂り I・Z)と. Iけ,nからII¥t: し

た炭化材 3点(,式l1番け：-l ~ 5)である

喪 2 I号墳における土壌分析試料の一覧

試n 、,tl/rrしIll店'I桁 "'ヽ編'-.,ン . ・・面雇-「I＇ . 寄1!I! 11n -:11<rゼIW ¥'. 慮坪1- （） 
1り 2-:1 1-< ·J'ゼい~ ff; 内坪,. （） I 

1'• 2-'.1 I<アゼ国ftJ ~ 噂K

゜
I 言5I 棺杞1'''<2" !い； < •1、I . I よn （） 
I 
~ 

,Ii(~ 膚It!惧

゜--- 仕塙外

゜小11よI) n 
I I~ 
1-1111,'1 、)

l・J・M 0 
＋ー

::11(.r-c H、I lf!t勺坪I.

゜2. 分析方法

(1)リン分析

リン怜含1,tは.,,n酸 ・沿J益ぷ酸分解 パ・Jトモリプデン依比色法 (I.壌没分測定沈t-tl会.1981) 
で鴻定した。ふ料を）致乾後、 +i<粉砕して・>.OOmmの而を通沿させる これの水分をIJI桟減：it法
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(I O:i C. ~II\ l~I) で鵜Eする また、 2.0虹をケルグール分解フラスコ：-ft litし、｛利怜約!imlを加え

てI.U令杞分鮒すろ ,,~; 令後、過塩索殷約10mlを1』lえて11iひ:w蝕＇か解を行う ＇叶附：1 (後．水でIOOmJに

定容してろ沿する な行の —',1:lttを試公竹にw,~し、リン酸発色液を).Illえて分た兄J!l,llによりリン依

(P,O、)切度を測定する、このiU4定f-'lとJAi熱減lit法で求めた水がdから牝 I.あt・りのリン酸含：J (P:0,, 

mg/g)を求める

(2)脂肪酸分析

', 郎は、版JI・ほか (I995)に駐づさ、翻Iii酸およびステロール成分の合：,t膳定を行う よ料が沿る

に 1分なクuuホルム：メタノー）し (2: I)をへれ、超沿皮をかけながら1計'c1を抽11¥する ローク

リ エバポレー クーにより ．溶I札を餘上し、抽m物た出陪ーメクノールでメチル化をhう ヘキサン
により1桁'Clを1り抽IBし、セップI Jヽクシリカを使川して脂肪酸メチ）しエ人テル、ノ、テロールを分障す

る 脂Ill,~のメチルエステルの分雌l.:t、キャヒ lJ カラム (UIBON.IIH SS-10. 11~if.0.25mm. 長

さ:iOm)を焚trしたガ入クロマトグラフ<- (G C -14A, SIIIMADZU)を使111した.il: 人IliMI釦i

因,oc、検ll'i岱は水ぶ炎イオン検，!H硲を使Illする ステロールの分析は、キャヒラリ カラム (J& 
¥¥ SCIENFIC. UU-1 , 内if0.:31imm. 1~ さ:mm)を装liする ii人Ili/..1.1~ は利）（＇、カウム溢度ぱ

270 C fli、はで分析を行う キャリアガスは~!出を検IL湿器は水ぷ炎イオン化検Ill沼~ fol!川すろ

(3)寄生虫卵分析

ぶ料をl:i心をけとり、湿,r,. 乾•T!を11.面にi¥i1,tする これにつl ヽて水~,ヒカリウム処狸．油別.if( 

液分離o>mに物雌・化ヤ的な処理を施して＇が I.虫LLLIを分絆 ． 、in~する 処刑t女(/)り((hをグリセリンで

H人してフレハラ ートを作製し、だ‘沿/fl徴鋭ドでJレハラー l・令1{11をふ代してm現する鼻がいMlfにつ
しヽて111「足.,II数する なお、残液以とフレ I¥ラー トをt1成する際にIAした1,tr,. alll,l'し、堆梢物Icc叶

たりの検II',個体数を求めろ

(4)樹種同定

剃））のJ..}を川t、-c木II (横l祈[fii)・祉LI(放りttt1i1(11)・椒lJ(核線斬1(1りの：i断1(11<J)i、lfclJJliを f1製

し、ガム・クniール（抱水クロラ ・・ル アラ 1-・アコム粉,-K.グリ七リン．ダ¥'t'(水のiU合液）でH人

、プレ Iヽフートん作製する 作焚したフレ 9 フヽ ート は.'I:物顕徴鋭で設寮.111]、とする

炭化wょ 、 J 新1iuの1?1浙面をn製し、 ')~(+~I~錢および、1ft咽11(-印徴鉛をJIilべ・,t..H射lら術の特徴

を·t,!J.~~し、 種川を,,;J定する

3. 結果

(l)リン分析

粘り！をJdに小す 氾構(/,ii祈からUllllされたぶ料でば、棺内アゼ最Fk?からWIむされたふ料番り3

がO.IHPOmg/gl1! も低く、それ以外Q)ふ料くもO.l'.{~0.:!9P.Omg/gである。jflt¥i外から採iuされたぶ

料吊り 6も0.21PO.mg/gである

(2)脂肪酸分析

条刊れをりi¥IOl'X(に小す 脂肪酸糾1成は、 1.f..序1番け 7 と試料番り·8- 11)で,~,,,りが沢なる 品料骨I}iで

は、 I }ヽL-,. ミン酸 (C!li)、オレイン像 (Cl8:I)の比叶{がゃや心ICミリス十ン限に11).ノ‘）しミ卜

レイン殷 ((Iii:I)、ステアリン酸 (Cl8)、リノール依 (Cl8:2)、アラキシン酸 (C'2.0).ペヘン酸

((22)、リグノ七リン位 (C24)も少斌みられる これに対して.uA料佑り H~IOては、オレイン依
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表3 リン分析結果

試fl
昂:;

リ
』

）

）

 

ー
，
―

3

4

5

1
1
?
-
i
l
1
1
 

Ltl. 色
ro 
IOIJl/$11 
t,, li ｀考

SCL 7.SYRti、、6 "' 
メ.I、 7.SYJ<ti/~l:J

ゞI 7暉!i/~ 叫褐

SCI. 7 SYRli/6 Kl 

しヽ 7 SYl<li/6 1(1 

SCI. 7叩 r,/(, (,) 

~I. 75YRS/8 叩 llI 0.2" 
I. 色：マン Jこ'LJ<色和：準したf'rr.t_ti•l'I 色射 lQHtr'-1•~水11?,f刈1会講監rヽ.1%.lによる
I. 竹 ；I.I員,i.Ht-'ヽントrプ・I'I (ヘ トロ ・ノ ス 1 患,.;.~:出.l'Ml rll!l'f外J:t1による．
U.・・・lf#.j'{l,j I. I帖 I1,-1:,'f,-, ,. IL 卜 11 - 1 ~,％ 紗ぇ·，—/r.i%>

!-,{_L・. 砂ftJiJJlf.I. (粘 (・I;,ー;:.·,?;. 、 ~IL I・ti -:~I'.'£. 約;,-K.',%1

O.:!l 

0 2t1 

0 1~ 酌 2 叩 ．アゼ,1ドMj:U嶋訳
!I'llり ~IA,JヽIIJ. I) 
り'il';:11<-/t.色仙Al,)1'
+.flt外

・スギ (C1)0promeriajapon1ca(L f.) D. Don) 

~\墳外

が侵山して't'f(以I.を山め、パルイミン般. I.. テアリン依．リノール殷・.ttが少:,tみられる

これらの9伯11/i酸は、島L~ ( Iリ8~) によるとミ リ スチン散・ハルチミン依 ・ ハルミトレイン殷・ステ

ア ）ン依 ・オレイン隊が動物油と柑l和111ともに多く含まれ、アラキジン酸が動物リン1計'{'(の .t• 『e1-

体li妙）構成成分として,n喪であるとされてtヽる また、アラキジン位ベヘン依、リグ／セリン酸は
脳や神経に多く含まれるllliJl/1依である（中野.1!19:n 

・h、ステロール料l成は、試fHf'rり7・8とぶ料甜； 9 ·1 0で~I成がり以なる ，“＂和 ；・7・8は、

コプロスクノー）し．コレステU-1し．エルコステロール、スティグマスナロ ルなとが検Illされるが

際たって多し、種類がよめられなし、 ,J:.H 番~}9・10は、シトステロー 1しか侵占し、、「孜以 lを占める

その他コレスァロール。スティグマステnールが少：1ti必められる ステロールの内． ．ントステUール．

スi・イグマステロール、カンベステロールは柏物に多くみられるステ Uールであり會エルコステロー

ルはキノコなどに({(£するステロールてある (-j";椋ほか.1!)87). また、コレフ、テロールは動物に特｛，

な入テ U-1して、細胞膜や血泊•I•に多く (i:trしてその機能に関与するだけでなく、 IPIi Iやホルモン合

成(l)1iff"J~f_,.: としても •Tc要である (·i'fk;tばか. l9X7) コフロスタノールはコレステロー）しが人．＂り(4など

によって分鮒されて牛じるもので、 9,などに多くみられるステロールである（小Jf.l !-)!JS) 

(3)寄生虫卵分析

ぶ料中からはシグ類IY~f がり個険11',されたn度である 奇't虫りflは全く検Illされない
(4)樹種同定

樹種[111定結火を/..3に示す 人材l.:t2 J.'ヽ'・とも 11~樹のスギ、炭化材はii 低樹 l 種m(マツ•~til維竹

4汎~M) と Jム伎樹 2 種頴 （コ・ナラ属つナがII!屈つナラ節 ・クリ）にh1l定された 各~~類の I:な解祁l学

的行徴を以卜に必す

・マツ屈翔稚竹束1lli屈 (Pim,ssubgen. Dip/u.11"/1111) マツ科

ふ料ば年幅界で割れてし、か帷In咽l訟よ似逍怜を tとし、亜直樹脂逍および水'I'・りti肝.illが品めら

れる ． 分野1iHLは窓~)没となり、放射似逍竹内11,fには~( 衿な鋸r~状の突/l',カ＼認められる 放射糾紐はl}i

列、 I ~1!1細胞品iv

スギ科スギ屈

似逍竹の'?-材部から晩材部への移行はやや急で、晩H部の幅は比較的IL.い 樹l折細胞がほぼ晩材部

に~J↓って品められる ， 放射糾糾は衣細胞(1)みで椙成され、北細胞の咽は沿らか 分野ゆ孔はスギ利で．

1分ffに2-4 閥放射絹虚か11 ~1. I ~IS細胞，:Ji.
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表4 樹種同定結果

出 IP71 JI亀 itI 尉憎
:n I r I~Mn F: こ,nil・Ulフ、i

えI訂：こ!H,

闘IIMl'l 

4二叩匹1<. Iか直
5 I :,'In lt間!-rI穴 ~.1: 1)

スd
―一—

., ツ ~JI~鴫ft~:•l~

コ~ ·,Mコ .,- 'i 憂~-:J-J• ,;Jlj

Ji:!tり
I 
'J I) 

・コナラはコナラ1ll!Mコナうr-1(Q1,m1ヽヽsubgl'n.lcptdoha/111111.1 sect. Pri11い） フナfl

m孔材で．孔I~部は l 々lj 、 ·fLI~外で~激に・i'i・ff. を；ばしたのち、滑杜しな力ら・k炎状に忙列する 近

和がiぼ -flを:{ I し、 11,~-tl:よ交,,:状にr¥!Y'lする 枚射fll氣I.tr,,]性、り;_,;,1、l~20細ll'.~,•.M> ものと rll介放

J.≫ij l紐とがある

・クリ (C匹 <111い1l'ri・11ntn Sit>b t'I Zucc.) 

f¥lfLHで. ~llt1沿は 1-1 りtj 、イL匝l外で~·激ーやや代やかに•評If.を加しじたのち．沖祓しなから・k.炎

状にf¥!litjする二近府はりt・Q11Lを(jL、咽孔は＇え ,w,に11~列する 放射糾絨はlnlM、'iiv11、 l~!~1細W.!l

i
d
 
，
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4. 考察

(1)遺体埋納の検証

脱Ircl) I.Jf!•I• にわし、て袴通に含まれるリン酸の ~tfil. し、わゆる人然lh!し u~,ti::っ＼ヽ ては、 tヽ くつか報

;';•1H洲力ある Wow<'n. lY氾： Bolt・Bru匹 enwn1.l!-JRO: 川~Iまか. IYりI; J、Yfほか.]!)91) これら
(/)・11例からlli:、とされる K然JJ.{;状の t-.限は約toP.Omg/g杓渡である よt.:..化学肥料の施i肥など人

/..}(1'-Jな影9和を受けた＇じボク I.Cl)既耕地ては.,.SP,Omg/g <川位ほか， l!JりI)->:: しヽう ~J;';例がある．こ

れら0){1111を竹しく速入る叫合、外(1()'>i1りによるリン酸O);,;{化が名えられ、迅休坪らりなど人1,.渾11;t;呼を

捉えることがでさる 今1111の 1り閉叫ポじ坪積杓におけるリン依含伐は.0.18-0.l!JP.,O mg/gと fl~< . 

k然貼(tr.tcJ>liillll内である よた、氾構外からH~収さ)l/.:,J:料とJt+'<:しても:V.-L¥ヽ布化が，＆められな

かった~ J!Wt物が砂分を名く含む J:壌てあることから．リン酸が流Lしたと考えられる

}j、l'I然状態で l:J月中のI詞l,'1名などは均rlになるヤI'l'tがある しかし、人沿的なJ限納が行われた

均合、場所によって'1l1N.にばらっ戸が'I:.じ（小II I l~ 叩）．これが逍体坪納の決めr・,こなるとど入られ
る。",111((})粘来をみると. fll成の ~I奴なる人料が社1数 (f{f.し.I卸lfi酸糾I戊やステロール科1成9こばらつさ

がみられらことから、 沿(/),~し料には迅fい坪納の痕跡がvlされてし、るとtff.iEされる

J:r.;(iJ引1ートk-1・1/IJM ( 、紅1番~;-り ・ 1 0) は柏物lll~C/J脂肪怜であるシトステ u -1しがf,;j~で検/II

され、スティグマステロールも多い これらのス "rlJ-}しilltii.は Ilit中に含まれる腐柏(})影仔を受け

てtヽ るものと抒えられる また．コレステロールを少拭含むが、コレステuールは’「物i,刊!Jl}Jなとによ

り、少 :,tであればfl然~)地にお l•ても l:Ul巾にヤftft'iする11J能性がある このことから、このコレス7

ロールが叫休坪納にIII求するかどうかば小II}]である 凸体坪納の際には、多：,t(I)ステロールや卿Iii殷

が l:J月中にl'I!納され．かつ怠速に岬められることから紫外紛や徴'I物の影符を受けにくくなる この

ため、 l'I然状態と比べ動物111来のIC'illh酸やスァロールが保{,・よく，，l}t) 、その;1~1合が{.~・くなると名えら

れろ I. 沼6Jりlf-. ~_lt,J ・ IIIJM (ふ阜1番けり・ 10)のスナロ ル糾成は.J,',l辺I:壌が本米:l:りっているス

テU-JL.tl[I戎に近lヽ と似・,Lすれば. I: 沿6坤 LI. 彬・ 棺内 I[(:,Jヽ11より(J),J:料番り 7・8はこれらと
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比べてコレスナロールの割合がr.・s< . 服沿や糞6に多い..J/U I.. クノールも含まれていろ このこと
から、 I. 沼6坪 LJ-.~\j· 柁1J➔ I I-< 11ヽ11より採取されたぶ卜いfPJ-7・8に含まれるステ U-/L.は、俎休

即納に111米する11J能ヤ「がある

脂T1分析から依吸1>-1の即伴の1H跡を、、~-1証するためには、..,レス -fnールとコプロスクノ Jlの多南

と．アラキジン酪 (CLO) 、ペヘン~(C22) ・リ グノセリン依 (C:W の検出が必＇炭であるとされる

（中Jf.1993: 1995) こ(/)ように、 czu以t-.の脂肪隊は俎体Jil'納柑定にIVJ してはfill l な翻111~である

今luiU)糾火をみると、 C'20よりも分 f-r,tか大きい脂llh骰；ょ全ての...tnから検出されてtヽるが．特に柏

内 Il,(,Jヽ11よりのふ料番り 7でV糾外である これらのこレから、 A料爵：；f 7で検ll'iされたllrrllMをは．

劇籾I!納に111来すると与えられる その他のぶ料についてみろと、オレイン酸 (Cl8:I Iなと分 (・IA

の小さいllnllh酸が翡し1,その問111としては、分 j'-:,10)大さ tヽ）印J/j酸やイ,na.f:fl脂LLH陪は分鮒されやすく

（取JI・・小林 l叩;i)、そのためhが1―・変化により分 I叫ten小さし、llnllti酸の割介がltlU(f.、w凶くな ったと
椎定される このようにステnール<l>hが迅体児納(/)様り1をよくKしているが、これはフ、テ Uールが

胎月,,依よりも変行に雀いため <1l1!1'f.19!.n>と考えられる

以 I・.ヽll°il勺南沿のJりIf・.わよびJlV*施設である硲壊ではリン依の;;;:い滋化が品められなかったが、

棺内-lt,'\fiの坪 l:O)脂肪殷とスナロ - )しの~t状から．少なくとも t•.r.; Gが検mされた付近,_:ふn体が坪
納されてtヽ たと考えられろ まt・、I. 器IiJI~l: I・. 部では．スナロ ー ルのf}j,W~から迅体till納の,u跡が，以
められた しかし、ぶ料笛~;-8がfll',11I.; 知の内部に允瑣する 1)~17) I; 倍から採取されてし1ることから、

...: こでのステロールの検mはJ,'Jlttlからの影愕を受けて＼ヽ る11ft酎t'Iもある 」沿打iflt'f-. Ft.ISから採取さ
れ!・,J;..料におtヽてC20以I.en脂1111ft貨が検出されず．また・ン 1、ステロールの割合が凶ヽことを考If.する

と 、坪,i'~f.岱内に旧体が岬納されてし、たとはどえにくく.If;£ftO)影つが及んでtヽることが4ft定される

なお、 ttlI: から＇：炉t出卵は令く検mされなかった＾．が1-.!..I!は、それに愁染した中111nNl:. あるしヽ は

＇が4・・出Ill」に汚染された物などを摂取すろことで．柊'rriI: (ヒト）に感染する ‘がle.:虫Hliは、 f';-通の l:

填,1,にも含よれるが、沢f史などのJf{.fi'! 物で多廂する ,i•, 1f•JHvtl も報化 されている (f~l えば、金~;(. 金

llj!, l!m2. l99~ : 金原はか.19%なと） ".':f'I: 出にt'l.iする｀り症は．近年こそ少な＼ヽが、その,11111 .+-にも

,. }i!fしてしヽたとされて tヽる l.'rlll.l!J!JI) これより、‘がI:虫に佗染したヒトが坪納されたA,)介.fll I-

,1, から iが1・出卵が検出されることも与えられた しかし、 Jftfti物 11•から化粉化{jも検出されておらず｀

奇'I虫川1が化粉化fiとはぱ111]利度の保(f竹をもつとされていることを考慮すると、化粉化hやが生虫

llliなとはlll:fi1後の経り変化により分解• irt'. 大したnJt酎れがある

(2)木材利用状況

'.{ IJ関とI,, Jし内の鋭o>Fある lヽは鋭1fiiにf.l沿して/1¥1: した木材は..'II I: 状況を考IM.すると鋭た納め

た箱やtiHわなどに111来する uff乾付がある 樹種はいずれもi1虻樹0)スギであった 人ささがy~なるが．

t,iと柏は共にり柑、の111Lを施すJ.'.i.て致して！ヽる Ml'-! でhわれた心1rt. では、スギが木棺に利川され

t・ 例はばとんどな t ヽが、りldれりに利川されてt ヽる (l;~地.l !J<Jei ; f.l地・ H-.lり!J<l.泣）Jl また、県内

ではrti部よりも北部の11,1n1部に位；i'lする辺跡でスギ(l>m'-例が多くなるft{j(,りがある 人迅跡でも鋭を
納める筍下にスギを利Illした11ft紀竹がある。

l欠化Hは、棺r勺および北8[11,+. I I'/(rJ; 東よりからIllI. して＼ヽ 6 A-:.t(,; が残aしてtヽる↓ とから、 JII[fャ

時に木炭を棺lりに人れた11ff距11がある 樹種は、針始樹のw糸ff・1やj!•II咄、広低樹(1) コ・J- ·1 節とクリ(/)

介,II·~ fifi頴が、＆められf・ 木炭は、 Kさく映炭と軟炭に分けられる 一般的にはii~樹Hが杖炭、 I}.、.
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佼樹材が硬;~となるが、 Ii.、虻樹0)中でもクリは軟炭に分li'Iされる (/?°,i,.・杉iifi.Iり80),これらの紀火

から、人棺内には硬炭と.,..;.~が況{f.・してtヽ たことが推定される

人柁に,j._J欠が人る例は，奈良~,I.-の太＇如底侶沿で報；,,. されてし、る（小泊水・糾1('1'. 19~1) ま、ル・ 、 木 ~(i

のI,',]I) に木炭を敷さ u.'iめる例が1111 •1で賣i;占されており、本炭(/)I謁tヽ11恥!tl11をt1J川して、 4、ffi<l>CMfを

,l~ ったものと牙えられている (fj'ぶ 198-1) 今1111の木炭につtヽ ても、木tiW>保{rなどをII的としてfll

川された ••It酎t'I がある 人:!iiiH呂浴では．木炭のほとんどが硬炭となるアカガシ •!Jilt! やコナラ •IE屈 で

あり、 11りり樹頴が 1点も，品められて！ヽな＼ヽことから、硬炭を逆択(1りにf1Jlflしたことが指摘されてlIる

（小i,~水・tf!j(T . I幽）） 今[111の紺i~では、 f.l使樹類が品められてJji) 、太 /i.b'1 f~沿の結~,,.,IIJIらかに

'I~ なる このような追tヽがMを泣昧するかは．だ掘、.11ff I戊火k合わせたど咲が必吸である また、今

後周辺の占川から木炭がりILL f・ 島合には．可能な限り樹帥Iii)定を11って種類枯／』しを,,1らかにし.m
l:~J、況による樹帥構成の必異などを検，，すしたい

【りIJII iC・il,J 

.1..,tir、iJ・A:111 間.,,, 場 り'L・111JI・ 1,1 i函 n Iヽ祁 11,t.;mL.:り tJ尺~~月祐積,,ンr/Jlfタ比りJJJII、tr.rn-.+-r-行~H- 水

屯技狛会:.l.・1,,;s1、叫 ft:J艮祐fil リンの町.M~訂1(111仕伯のI,~ ~ J . p -,~.'lli. 
Bow《・n.HJ M. (l!J8.1) ば!•l!.~"'t··r -, 叫切Mmと't(t7-l. 汲見糾'JI·:,•.,比 'Jl,JCW'ip .. ~Pd·c "Bowt•n. 11,1.M. 
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坂Jl'Jl柘・小林1[•r_ (l!Jり:il桁肋酸分折の,,込とf,wJ砥¥.;; ,,,.. t :; ャーが1.. : 邸.p虹り．

屈1可•~1111 < I瑯 II!:! 咄'i!汎化 I-.'I化・?.w.,p .. ,~m屯/1\l.'li.株式会ti..

-:~s 



KJ地：黒 rn郎 lhil'lll•~...0跡，~\ f·,t-~.·.·Q)劃付．斑111.,,!t化llt,J'lft賣!;',::i'IIJ:,.Ii 胃 ， 沖1•,ti1"tl べ 1.,1111 11 11.ill跨 ホ

6分RII-c釦、＂ヽー lnlfotわi'.LJ1:,I<., ,f,1ザ!~バ：f-11・う岬祓文化Ill,↓ ~l'iill:'i ,1.1-J. p.15--W. しU紬V.~1,ft'-~U会

0地 』・ na.'l (l!J!JOJ r紺えillf-4-1111:,4.. 製品の樹Ml. l1cl•~M 文化111,i~ft,り；りれ布1111 「 ,~J汝刃粉 一沢枕趾n迅1日係
洲禎ic.ftlH ,ill ff. 囀1:•,,りII •. plii・芹．兵/.Jil),1.1,f,ktl会．

凡II!! .,_·I~ 11:1 . Cl叩l' l.:11,11~ 跡II¥I~~ 品C)樹種.Ji:W M .t ftUt汎n:il!:',第7~1111 '!i1:1111i辺糾 (Il -:n:1クf

lllf-J. p.l~.~• !~ltl,.l', し1iftfitl会．

,~t;i池・~ . ~』1以 X.}'{'Jl • ,'i屈11,I!)ヽ:・kllll!9地・小公嗅 ((I潤:,*、'.',7総溢．四：lJ) .. ll!fiHI. 
,•; Ill~•i紐 (199 1 ) 1・4況人l令'l:f'L虫?J'1,ilp.. 外，,~、H1fi1lrな．
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算〖
I. マツ属複維管束亜屈（試料番号3)

2. コナラ屈コナラ亜屈コナラ節（拭料番号：I) 

3. クリ（試料番号5)

a: 木口，b:征El.C : 板H

第11図炭化材
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第2節 梅田 1号Jti出土結歯式竪櫛の喰膜構造調介

闊'ii1111・ 物研究fl[r ム1iI虹l'(・

点昴茄JI紗・、n,A:.? I刈111 tり

1. はじめに

印JI~,し•朝＊郡{@fl旧rr― ,,1rr,: する．梅WIりJ{lかr,/l'iIした翌櫛につlヽて、 i令膜訊追，川れをirな）
た(})で、以ドにその結り！を恨；りする，また.I祁櫛(})ぶ11'K験も行し＼製11iL, 成冬をぷす

2. 鵬査資料

今l11l,l1(t し た行料は J~ 'r~ 、I吋．梅HI I~; ,nから ll'if した、古.lflUH\:I 11 IりI(., llt紀,iii'り(/)射；(i~ 式

祁櫛6れである !; /.•. ば櫛比加）漆股で. I 点はl1'1'1i~ては10({-しにくしヽ FL訊部(J){{J也も俎{(・した。

表 5 謂査汽料一覧表

No. 
闇恨？；

No. 
咆の形態とり~((~}、況 嶽糸祁 沿活 {00)本数・

棟部船

km)'' 
棟，湛·:~

km> 

I Wlf:5l~z置王ニデi 1 $-
縦糸糾じ •I • 't'ぼ櫛 ， 

2 
W2. 
WI 
横木より f・Q)棟沿(',

，頭部で 8 船1.:;mmの紐u、
真 I)

nunとt.,111、よはら

'!..l 

：岱

u! 閏.<:悶
約!i.O
1.1(横木

の1まて）

．
 

，． 

ー
L

.

 

鴫
ー（
 

W!'i I 縦糸汲し人咽竪櫛 柏物歓稚？を
横人より Lui如'日 l本のk,1,,,; になく

柏物紘稚？を

縦糸まはじ臼咽竪櫛．
2mmllり隔 ;tl:;: こをく 山

W]  I 
虹≪:'凡'.!2)。

で 2本の 1111への漆の沿

縦糸訟じ人、'I籾．櫛 tい）.J(, 

＇糸（．＇濱：Illい二{
Wfi 部横木 I:Cl> iがI$¥も余分がh

,' hi'! ~ 切横紬？を
残る I, 面にりしる 密I忍＜
I - I - l 
l現状では横人が付屈

W 7 
した状態でmが12,f.: 柏物殿稚？を

残る 棟部(/)t条I暉 iI I密にをく
片が残({

12 

:io 

11 or .¥fi 

約7.0
ふ8(横人
の1まで）

l.i 

約!).()

4.2 (横木
のI・ まで

5.6 (横木
(/) Fよで）

• : mに川し 1られたHw>本数ではなく｀園の人数である
會・:r~~mtl料につ1 ヽてば 1約 を付 してi~几数l,'1を出す

~u.(iにつt ヽては、棟部のみならずm:沼分のぶ地も々Hi して l ヽた ＾ そこて、川H~1,1らかにする 11 ,t-1で、

樹Hlul"iとも併せてょみた，
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3. 関査方法

}:.,_I: こぷした腎櫛6点の漆股について、糾治）iが付髄するものはそれをそ(J)よよぶ料とした その

他につtヽては、 n料本f,t,.から数mm四）iの敗）｝を採J収して、J..料とした No.till)(4l(})ぷ地につtヽては小）j・ 
をぶ料として.i条膜とf.;J様の方法で，・↓11'iした 採1収した試料をエボキシ樹1桁に包J~「して研11:;し 、 裕JII~

断rfriのiしりI',ノレハラートを作製した これを透過光のl・ーで検鋭した

4. 断面観察結果

裕較術1(1iの貝f,i-((Jな観察粘果を~ 6 に出す

表6 遍膜輛面観察結果

主1N-o2 . ,,,1J. 活、'ii料,i¥ ;.- 似察；'Ii術． 観!';~1!1i 布lり！構迅

横木淵i 漆+/.ti(多）ツ派十!H(微）**2Mh企

僻より I・の棟部 漆＋！し¥(名）／漆＋黒（徴）／漆

2-I I本体 、：iは(IIよJfり/ll)l・.O)棟沿 l横新miIi名＋！じ（多）／漆+!.l¥{徴） I~1 

2・l I ,i,.. 体 l •:iゆ 縦新川i11 令+!l¥(多）Ii条+.'1~(徴I/、Iii ? Ii苓ー黒（多）／漆-:-!U (徴） 3 
k'1 

疇,,,;I漆f/!¥I名）／漆+nil微）/ill磯 +!I'.(多）h'il I I漆ー!.じ
一丁

（多） '2 ~•1/漆＋！！，！（徴）h: 条＋黒（多）／漆

2 -,t l.f.1)沿J'i・I骨より I・の棟部
{(!41/11) 

横lりirtu漆+!.t¥(名）Ii条+_inc徴）：J~/透11))漆？

2-JI :i!fl依,.,1-mr:11 

3 -I I Jtl沿l'i ./j};1ll 

J・:!. I ゑl治;i•.- l-1,h~il 

□ |棟部
I -~ 本体 棟部

5-I Iボl{;W,I 常より I:の棟部
(fi'l!III) 

漆+!.ti(名）／透1り1漆／漆＋！しI<名）Ii粂+m<徴）1 lrl 

横浙,,,,: 液＋ ＇じ （多）／透1り1漆＋滞？／漆+ '.lll•l•l/漆+ !.I.I( 徴）'!. ~11 
洛＋！．し！（小 ） ·••;漆＋！しし（和l

T漆ー.,:黒（約n、1
漆十！！，！（徴） 2 ~··l 

I 
横l祈1{1i漆十黒（多）Ii: 令+!.I.¥(徴）H、i

I直:,-:i I ;J紐 lj・•:iU: I) 1-. の棟部 漆+!.I¥(名）／漆号，I．！（徴）／漆-t! い（ヽ11>2M/透nH漆

刈，'f¥Ii・ 横心部 横印;I; 委十:.u(名）Ii条-i-,'Jり（徴） I IM/透1り1注

lj -I ,I.II治Ji・ {lは((よWりill)UT>棟部 横術川ii苓十!.しし（小）;; 条ー!.I.I(徴）／漆+!り ( •11 )/漆＋！．しし（徴） 2附／？

fj-.  2 ↓ ,I.ti治n・樅木部 縦術1{1i祁＋、県（多）／漆+!.H(徴）／漆＋！．しし（名）／漆十川（徴）／？

(i ------+-3 ,i!th'ftt I¥ UW) I・. (fWII]) 横餅1(1j沖-j!J((q I )~J.;•1/漆+!.しHml2k・1 

ti -I小,,, m部のm 横肘袖iぷJ也（クケ）／洛＋！．い（多）／漆？

.Z~\ 

u
 

禽：！．！！色(/)塊が必！められろほど多 l1tlこ!.l\~抒紅:,j' が出.f:11 されてし、る ~'1

會會 ： ~I.\色徴 f:, (か均•に ',J牧してし、る {1し出色の；条M

…. : I l'色徴序"(が分散してし Iる紺色の漆IN.あがヽは卜部に黒色微f~, (かtt切した貨粕色の漆k・1

冷11岱ttr,,,iにINしては、閥体による人・きな述tヽ は，認められなかったので．部i、';ごと「LDL察内容を出す
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岱より 1の棟部（横浙rili): No.2-I (Lj'.J'Ci ~ 8)。 冷脱令体がT'~J杉~•,!する 謄L<lhlを閃う≪令膜に仇・

交するi兵較は、椋部のぶ地となるrm.. 11.・ の1111に人り込んた！．し！色徴杓{-を多

俎にi胡lした漆冷股である。そのいこ徴：,tG') .'.¥(色徴粒{-を出和した漆附が

視数~Heなる

僻部（横ltfi1(ii): No.2-3(7:l頂 9~JI) 最H'1に多l,tに黒色fl(!料を?ILWした漆~-1が兄られる 1mn1に人

り込んだ部分が突Illして＼ヽ る l ·,~'1の漆J,;1 との1111,がれ｝、`にI'Iく抜ける部分が2-3 i'hJ 

所見られるこの( Iいmの l今．は令て多 :,tに黒色微粒(-を~lt.f41するi糾~'1である さらに

:~ ~"9(/)検刈がみられる 最 U•1には),じ色徴f~(-はほとんど兄られない 近中の(I<tli. 

けたi¥tl分は、叫諒な糾枇はlilt,12できな＇. ヽが惜であろう その4がrtはイ,Iりlであるc
横木部（横断面）： No.5-~(ザ真12~],1) 横木の I<l)漆JI~である 冷IIQの），：端の1'1く抜けた部分は本来

横木を留めた糸があった部分である 1、Mから、多:,tに！，し1色徴中;,{-を油fUしたt糾対、

徴：↓tに混相したしもがH-1.透11))漆Mが l~1,&められる

m部（横l祈面）：No.6・t("f真15.16) 櫛のNlfJ>ぷ地Jdiiに黒色徴粒(-を多f.{に含む漆k1、そのI.にさ

らに漆けが屯なる様fが糾寮できる 淡褐色(IJ,tJ地部の中に、やや扁'Iらな桁111形状に

(Iく抜けた祁分が見られるr凶iHi) これは籍代屯であり./.'.Illりの淡出色部は維行束
笥である これらの糾線がよめられたため、 OOのri3(l)よ地はイネnクケ亜科とわかる

以 I・.の各部の観衣結果をまとめる

ぷ地：棟部の漆股の中には迅{fしていないが、 Al(iしたm沿(/)りはクケであろ 訂料のK曲観察でも
わかることだが棟部の侑とmの1/IJにしみ込んた液祁分の匝rf1iを観fl.すると亀梱l通りを肉う漆

If~ とlilll'IJの漆膜が1(1統的にltJ¥1.!1L ており、棟沈の（村の横t~i1fiiは 111形ではなく"げ1形である 旧

邸の横浙曲は隅丸長方形～朴Jill形を·.~する

ト地： Iり1確な卜地村は認められなかった ただし冷脱<1>l1~ I、 k·1にみられる、多 l1lに黒色顔料を混和す

る漆Mは、柚部のm間を允瑣しており、 l・・地的な役割も火たしていたと与えられる
漆M:黒色徴和(・をHt.f引した漆k·iが多~'1•Tr なって t ヽる 冷脱の ・部分のみではなく．ぷ地と核してい

たlt~H:1から残｛｛して＼ヽる，試料のt~rrr1i を観察すると．ほとんどのM 卜:~、1には黒色微粒(-が多以

にH拉lされて tヽ て、時にはl},!tヽJ鬼として，認成される場合がある 多：AにH拙lされなし,J.1,l合でも、

最 n-11:i,Hりされる黒色微f'¥1{・") :,tは、 U1fJ)それりtぺて多＼ヽ [Ii] -~ 料でも祁位によって

漆~1rJ)K1数は児なるが、最 FMに最人: :,tの黒色徴杓 fを枇~I した漆を（食 {Ji し．その Lに徴紋の

黒色徴粒 fをiも利した培を多/i;-~•T<ねている

!,ti色徴t:,f: I析血観察によってその形状から｀油坪れとみられる！し＼色韻料と判価する rnゃ堺、糸な
との塙辺材の直1:には多沿に、 .L·.~りには徴：,ti!tHIされている様（か各i-1料でr以察された，

5. 考察

今lnlJ1(fした占れ時代中期の肘圏6点の観察帖来とより火験から．それらの製作法を且小する。

、1 断面I'り角形のひごを湯に以したまよU字形にたわめ.,:j}部の位ii"lに細かく知ヽたM物繊維を

をさf./Iぅr対定する（仮留め） lul様にたわめたひごを1引側にむけて人れ(-状に4f.べる

'2 fり~):突起を hするタイフは、棟沈の中央部に(1l1J1(1iから iり~)、、突起を~Hr:こiふえ｀糸で糾じ付け

て固定する 角状突起をt~ばたな tヽ タイプは、棟部の中心i、'.;;.vt_:こ糸を ．」「（程度恕ヽて緊紆する

-41 



T 伯間を 、とにするII的で圏111tl16j(1)・；j, 部(1>F燐に I~'ずつ水 ·1·-に栖iftil11形の収人和ぷA 、 N」1111

を通しながら糸でffiめる 。 その~l」・字形の棟祁の最内沿に、たわめない山 ・> IIしくなひごのIf~"l.

人を帥人する

d ひごのu~のKさ t.-4ft1 人、 1'11L~t) を施し 、 ru尤を整形するなと、ぷ地(/)濯整を if う

<.f., t. rfliからぶ地の色れが見えなし、ように!.l!色韻料 (ill!渇）を多 ばにil~利した洛を比祁とm部の
索地令体に J~i釘" し 、化燦させる

(h." 梢物紙維を恥lめの 1になきつけ・沿びとし、 5とlnl様の漆をゆ(Iiし位燥させる

げ その後棟部には微1,tの：u色粕料をれ利lした漆を冷布しては位蝕させる、という (1'繁を数1111紐

り返す

l~ 亀， ； I~ 後に透IIJJ漆を I:冷りと して棟名IIに喰<1,する。(f,}部の漆裕(Ii<l)状況は小ll)Jである
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‘、
写真 1 W2幅広の帯 写真2 W3内面

写真3 W2内面縦糸部 (X7.5l

写真5 W2-I (得より上）試料内面 (X20)

--J-~.-·; -

写真4 W3内面帯・損木部 (X7.5)

写真6 W2-I ! 負翫ill(XSO) 

｀ 

写真7 w2-1損断面 (X200) 写真sw2-1損翫面 (X200)

第13図 梅田 1号墳出土結歯式竪櫛の塗膜構造 1
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写真9 W2-3{帯部）試料内面 (X20)

一• 
W2-3隕瓢面 {X200) 写真12 W6 3(惧木鵬）試料内iiii(XIS) 

｀
 

写真13 W 6-3損断面 (X80)

写真15 W7-4(薗）損断面 (X80l

写真10 W2 -3隕漸由 (XBO)

WG-3償断面 (X400)

写真16 W7-4 f員断面 (X400)

第14図 梅田 1号墳出土結菌式竪櫛の塗膜構透2
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第3節 梅田 1号閉出土玉類の廂地分析

i渚lik''r-IJ;t (炉＇，I渇験14r 、送flfiリ｝

はじめに

氾跡から/Ill'.するク..JE, Iふ 1!f,,、、符 Iiなどのt','(I名の推定は． 般的にはl対lUHill寮で'('// I CTH1H:({ 

を決出し、それが其共のように忠われてしヽるのが）峨態である J;Jft(l)Jlj! 材料としては汁IIi. ,11~I、 (fり

閃(i)、飩 I<..蛇紋府、結，·.•,1·, r~. 杓 1;.緑色tf'・kft (クリーン クフ）などが伯潤される それぞれの

i':(, の命名定没に従って府h名を決定するが、 .JI 穀戌て命名定Kを、Kめるには~J甜度があり、 r.:i:">m 
を1:Wiして映)f.(、光沢感、比,r,、糾'u'r11、 I: 成分TIT成を水めるなとで.m, 紐りで令名のI:'.必~<')*1\11111

樅逍、 J11!折l.f(などを1E確には求められな'・' IJ財 i名が決定されたのみでは考古学のt'l料としては小完

全で、冽えば紺色；ほ灰,'t4H'i卜とi'Ui名が決められ、杖らかくfJII'. カ1'f,.・ ~/lたと想役でさても .t際(})

硬度、 ~1.. 1-fC!. 災什などを氾定した 1て与察しなければ、 1り代の・TI-k t-Jf1 l Hf.1に関するrrn.とば．綱立

味てある 地ヤのりfl"「求でも亀肉眼観寮では、 i'凡名を1川述うことは逝けられなし、と指悩してし 1る

f~{j名を決述する ことよりも、とこのff地の1,;i/ 1が使川されてL るヽか. ~~u也分析が行われて ~JJめて、

考古学に岱'rできるi."t料となり．よた1布地分析の過f'i!でf'a'-(j名決iとに関係するが；報もi',}られる

{(l地分折Q)t',!-1-!から糾~H朽隋地か特定出来なくても、 r,られた分析値を他の追跡出 Lの f.. lJ(<l)分析

伯と f!l/1 」ヒ校することにより 1,;J し絹11}(Q)材料から f1 られた Ff:11の使川Iをlc7)析報がr.J られ、 H~、、 hi!H

科所地の，i~ft.が辿めぱこれら I:JllCI >~j! 材痢地は1りlらかになる 叫跳から,11'1I: する人珠、勾 I~、 -ii• kc!J 

哨地'Mirとは、 Ii類(J)帖'u',がfuf処の I,逍迅跡でJAiI. されたかを汎介する(J>ではなく、 f11/かlりi・かあるヒ

スイ （飩 I:.、杖 It) や｛り卜の~;偉地のうち．とこ0)り；u屯地の妬iィiを使川して lヽ るかを11/1らか,-する 1:.

類U>~iYP地Hl',tてある

I湛t<l)bj山のal?'(地を明らかにすることは、名',1i?I 1Tr'Ji な ~14.r.- も > ·n ヽる 糸f/a.111I『（•ヒスイか

発見されるよでは． 小l:FI、実 1ti 、 ピルマ成であ·')たが、 l哨地発兄後は、 •.'I ら l••I内，況で、 rui守的Ml:'

およびl't •「（な行古迅物をJトfittりで~'(;地分折を行ったm光X線分析でH. ぅ ，ら~Ut法 が報；＼されてし、る
また、 {',II~ 製・符 F<l>~地夕Hlr'C'系妖的に行った{i/f・先は、 1H光X線',t祈法と1じ（スヒンJI、"り払を叩IIし

Plf地ク川IrよI)11・・罰・:-1-rった例＇が報内されて lヽる イ i糾などの(j~ と li J.11 では、それそれ~l!llllllf.會）か

'Ji収なるため、それぞれの沌地分析で?.J られた粘火のぶ律トも ~·tなる

(1)'j沿作）l叫杭遁推',i.:で1り1らかになる、迅跡から<iM訊脊地までの移動.t, 刊!PJJ範1111は、 Ii:ゃ；は'I:

沿必；Iふ',s',であるため、 'I-i',1i I必要な'I:活I~と考えられる

(~J E~i:i,1, 代人が牛きるため：―必ずしも'・¥るも(J)ではなlヽ 勾 Ii.j<;: J, は桁）J(/) t徴會おが、御

守り、 ,'d、の近！↓. アク七サリ ーとして、引神的な1(11に1『投なtlIllをり入ると考えられる

従って. IJi(<J) 1ifi地分析で、明らかになるば船'>bit/Iの分(ff範[IRは．枠）J(J)役徴としての (,rf(であ

れば、怖）11~1 を現わして＼ヽるかもしれな t ヽし會お祭、御守り亀 ,11 し l{J)jij具であれば、 1111 じ k うな料憫

を柑つ文化lをlが牙えられる ,.~ の~;it,t,哨地分析でi'.Jられないl'HiなI.Hiを杓古学の分,w似供する
ことができる

，，;-1111分析を行った俎物は、 nw~.~<iJ,~tI閉和 11 11I 1lllf久¥t(サI'・（梅UI・I.ft!都字,r,111,に位坑する枷111Iけれ

出J・.の緑iltiiJ',・'//様製と息われる琴札形石見111114個、がH.製と推測される勾 1:.3個、 Wh8佃lrTJ介It
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1:; 偵のI面で、 1<6に/1¥lf、'.,沢、；~::r.r1、人きさ、 t杓1などぷした これら装飾品の中で、緑泥ul¥む

様籾琴Hlfれj製品・1間のJIr~ 功によろ・,tt1分析粕火および{'If澤 l渭(<l){(:J也分析の結果を報告する

非破壌での産地分析の方法と手段

ki消：地推定の布歩ば、 Iii!光地1111を区別する人間で，；えば桁紋のような．その/}譴地たけにしかな

いと tヽ う指屈を見つけなければならない そ(/)区別するための指紋は鈍物糾成<J)~I 合わせ . J七f(の近

し、.b;(Liに含(J"されてtヽるJじぷ射11&の述し・などにより、 lliUt地[iiiI・ を1メ'.'1JIJできなければI梧地分析はで

さなし、 成功するかどうかは． とrか<irってみなければわからな tヽ 椋所地Iii!I・ が指紋でもって［え

別できたならば．次に辿跡からIll.I:する俎物の指紋と原発地の桁紋をJtt<して、 ・致しない原咋地を

H'i 1.-して一致すろ閲滞地ll>n;t{ iが使Illされていると判とする

ヒスイ．が11-:. 製勾 1,.)、・珠. 1, などは、 It.l,...ll 、 •Ti要文化l!t級のも(/)か多く て、 JIitJ'Jiで産地',}析か

ffなえる方法でなければ発展しない { I沿の~;iH~句地分析で1成功している'JI軌墳て分析を行なう‘滋

光X線汰を用！ てヽ1渭類に合"され Ctヽる,cぷを分析する 追淋からIllI した人:rt、 1Jl~. W fなどを

水洗いLて、，式料ホルグ に,i','.くだけの、・;(;全なJ腹む内で9粒地分析を行った hl;!tはm光X線分析法
で圧ぷ())師類と含（国を求め、，式料の形や大きさ(/)述いの影仔を.f'Iらii'!すために分析された）C索l11lI: 

で合{I :itの比を収り．この）しぷJヒの値をh;滴地をrx別する指紋とした． 杓 I~製 I~類はESH法をOHi!

するが、ぶ科を全く破壊することなく .1り,~に含11 されてしヽる常磁t'1 帥を分析し、そ (/)(,f ~} から｛り[~

沌地1/:J を [i{~JIJする指悶を兄つけて、 j)~.J也分析にfllHJ した

琴柱形石製品の定性分析結果と考察

分析した琴札形( 1 1~品は..w rm知fんj'j°►浴で水洗を行うだけの・え令なII@l壊分析で行い、肉nuでiかた
())少ない面を選んで,,'Lit約 ~C1I~ 以lりの部分を分析した

緑ilt:.fi片け様製琴fHJイi製品のエネルギー分散利浜光．＼線分t1ro):11c光X線スヘクト）しを図17~20に

rヽ,す 分析された庄索の中でJヒ校((')人さ~ なヒーク、マグ不シ~ウム(Mg).アル ミ-ウム(Al)、Jt,ぷ(Si)、

チクン(Ii)、ク Uム(Cr)、マンガン(Mn)、鉄(Fe).ジルコニウム(7,r)で、力）ウム(KJ、カルシウム(Ca).

叩 /l(Zn)、イ ットリウム(Y). ラン ク ニ ウム (La) 、七リウム (Ce)がJi~跡籾(£で観測される また分析番

け7374'.i番のS2には．徴少な（ ・J I・ リウム(Y)のヒークが見られる また、 JじぷのHi類と含(Il,tを求

め、ぶ料のJfかや人きさ(/)述し 1(/)影仔を打ち汁i し、 迅物の分析粘·~が相 ,,. , ~Jt較1H 来るよう にするため

に,c兵In)I: で含{Iはの比を取り}<7 に比,f((J)61\とともにぷした＾これら琴fl.Jf~ {I製品のil<'ItX船スベ

ク I·Jしと定性的に111) じ h叫駁~,,,す迅物は、及木晩ILL氾跡の小「IkO>h;H柑1にもみられる

碧玉原石の蛍光X線分析

がIl~Q)ilt 光 X線スベクトルの例として1:J 11親，し、｛雌11l111i1~Hiを筍I.収lにぷす

l~AJJ佑 ➔i谷1布の/Jj~ (Iから検m される損光X線ピークも、異l11lはあるものの第1s1·x1でポされるヒー

クは観鳩される I: 直~-旧！部の殺地の{~ I:は鉄rJ)含(j1,tが他の所地のも(/)に比ぺてKきい'')が朽徴で

ある

叩也分析にIlltヽる,i::ぷ比科1,戊iよ、 AJ/:,i、K/Si、Ca/K、'fi/K.K/Fc. 曲/Fe.Fe/Zr. Rb/Zr. Sr/Zr、

Y/Zrである Mn/Fe、1i/F<'、Nh/ZrU')Jじぷ比は井常に小さ く、小さし¥,,,tHQ)」』，玲l1,i!ぷ培が大きくな

庸
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第15図 花仙山産碧玉原石の蛍光X線スペクトル

るので定 l,t的なfll',tcJ)桁探とはせず、判定のとさに、ぬ、 La 、 Ce(/) ヒーク科さとともに、嶋,1:tl 的に~;(

t~ ~P. 地を半,,定する指,,として川いる。
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碧玉の原産地と原石の分析結果

分析した｛り I:.の椋位）)J;t,,v. 地を第lo図にぷす

,~ 渡禎八 ~if発地は. I 祈;,qリ，~14-.泊郡畑野町5-kJI. 地Ileで、ヤff/firする柏！石は地,er-,',,, とPfばれてtヽる

緑色系のiiで.J'. ↓ flなもQHぶりUtifiiかガラスた沢をぶし、＇代の良くなし、ものは光ボの少なしヽグリーン

クフ的なも(I)である ~t/1\ l,tは t切；（であ•")たらしく、 4ぶ h跡がMケ所か見られ．分析したbiiIiは放）＼

(/) 各地点からぷす［ したものおよび地几で提供された ~;i{ Iなとで、提供されたも 0)(/) 中には~ivt1から~,

られたものがあり、グリーンクノ ~;,,の間に約7C ITI船0)良'l'lのがJi~府が挟まれた~i!Iiであった 分析

した)Jjij iの比,T(と個数は．比,r(が2.6~2.5C>III]<J)も(/)は'.H個、 2.S~Z.1の間は5間の介，IUfifilifで、この

•I• には、茶色0){りf:.も 2 閥令まれて：ヽる。 原イj<J)Jt •「iが2.li-23の範1川で述っても．がHの色が茶色、

U色、また、茶系色と緑系色の紐かあるなど、多少色の追いがあっても糾成 I:には以1峡されていない—

m火の(tfll11l1は近!Itまで杯掘が行われたbi滋地で、所(f.地ばぶぬ恨臥｝速郡 I~湯llfI迅i品以地域で

ある P阻出する~;!{ iは泊緑色から緑色の緻密で．ポI]崖(1jが光沢をもつ良れの利 Eから浪緑色から淡13

色などし Iろいろで./1見段が低そうなグリーン クフの様な／！財iも見られる。良trなfijt(1(l)Jt1「（は2.5以上

あり、 'ftが悲くなるにしt・がってJtiT[は連税的に2.21で低くなる¢分析した~;i {1 は 、 J-t•「（がZ.619~

2.600の間(J)ものぱJO閥.2.fi!lD ~ Z.5()()は18潤.2.1叩~2.l()(tは7阻.2.399~2.JOOはII閥、 2.299~2.200

はII闘、 2.1叩-'!..JOIは '{個の介，i「(iQ個である 比,r(からどえると{'Jfiからグリ ーンクフまでの禎成

が分析されてtヽる /tf1hlf1哨&ji{jは色の違l•、比•TC<I>述いによる組成のふはみられなかった

li谷i知行地は、 :{兵I叫，~t,i,1.1,1直、八代谷、 11 ,:-~llf I谷地坑・c:.廂出する{?"-の色 I1ftなとは肉
眼では{tf1ll1I 1t1i'2(l)hj! f iと令く 1心~Jがつかない また.}I; 山 の.,,には緑糸色に茶系色がiJ札しるも(/)もみ

られ、これはV雌じ猿 l\.1'1!~;!I, のl11J't"tのものにJl:frtによく似て＼ヽる 比頂も2.6以 I'.あり、l'll.t{帥11111,ir、

仰Jり猿八産)J訂jより9せれた感じのものもみられる この様な良'Et(/){'J'Eの採J(l(li、111';/l¥litも少な tヽこ

とから長時間をかけてil: 心深く行う必吸がある 分折したl!;! 1iは、 ltiJiが2.6-11~2.f~J()は2:rnN. 2.599 

~'!.. 必9は 1個の合、：127個で、 K谷必l!i!石は色の追いによる分析柑成の差はみられなかった よた、玉
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ヽ

聾16図碧杢および碧玉様奢の原産地と

古墳 （続縄文）時代の碧玉製管玉の原材使用分布圏

谷~;(-r;と致する糾9戊(/)原{'jは11.:'6町八代谷、 {i)トアンラクなどで41:1&できる

'.I閃Ji;滴地は、 -1)石川県金沢rli: 俣町地域で、折ifiは．（父川(J)沖fJ;;tでu:1rれできるe : 閲110)泊流は

l父 F山であることから、 ~i珀は1矢 E1LJにUhする可能性がある iuf/1jiで見られる利い；i-{jは、人祁分

がグリーンクフ •I•にh'1~J.:. レンズ~)~に J1.-,j~にta密な岱分として見られる 分析した 1 個のh;!{,o)•I•で．

3個は阿塊から 3分割したもので、 l似は別の塊からのもので、 1ii1がCf):{閥の比iは2.12で後れは

2.3'1である 1L-ka11, 戊tt ft!W>咆地(/)組1成と児なり lが~IJでさる この 1個が:('.,'.&面栢地からi'V./J¥する利

収U-iの1、ヤ徴を代Kしてし 1るかどうか、さらに分析数を府やす必吸がある

糾1人村の殺地は. '~塙 111リ，し如Hi/阻細人村割111,i.'."l竹・:地lメのグリーンクフ{))府脈：に団塊として緻密な
閃緑Cl){','杞1,(/)部分が兄られる。肉眼では、他のvV地の{','r,とI-<.)JIJでぎず、また、 tllI: する｛り li~CT)

fi類とも升沿にflU・iiflである しかし• j t I「（がJ1·1':tに軽く、分析した 8 債は2.2:i-2. 1 2で、この比•f(

の伯で他のh;(,?t地と1く別できる場合が多： ヽ

I: 拉ヽ；i南地は、 ・G没渭l臥 I.負如rli地域で、 9か色、貨色、妹色なとが北じり合ったFl.いが殺出し、この

うち紐密な光沢0)よl,it, 緑でJ-t•Trが2.(i2-2.(i0の島!1iを利 Iiとして 11Olil',r析を行った ここのJ;;iIiは

鉄cT)含（国がJI常に人•さく、カリウム含イi:,tが小さしヽとし、う特徴をl、'.rち、この元索!tの値で他のJ1ji1叱

地とIi<別でさる

興部殺地、 ?,」tv,;~紋別郡西興氾村の利 E~;!<iには鉄Q)含イP,tがJI府に凶＜．他の椋南地とl心')IJす

る指円になってlヽる また.ltiT{が2.li以 I、のものはなく迎物の所地をt•r,~する指控として 1「t•&l である

(j I i (J)殺地. 1-i印lt11,I.il< I. 聞]1南町地区の安Ill内に脈内として採取されるが11i'iH店しは非常に少なし、

Iじ索糾成から他の~n地Q>{'I Iiと区別でさる

(9)北海近'i;~1~9'f,1ru >空,~1/I I流域から抹J[Jlされる｛り Iiはなヽ緑色で比,f(がLti以 I:が4閥、 2.(i2.:iが5
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個、 2.r,2..iが5個である fl l~CTJi,oi頭はイ＜！りl で；叩；!Gl)pfから採取すろため、短II.~間でJ~'t'tの利 Fを多数

収出することはIt柑しである 'jじ索糾成から他の湘地のが,1Fと1べりPlできる

JO北洵逍 I・.磯郡 I.瀾町の,'il!J地川の川11;{こ採収されるがJI~ で小Jり な色の物が名く、特 Iiに使JI]で

さる色(})均・な沿分を人さくlie'.I? II¥せる妬Uiは少なt、

これらl1j!{ jをkj!r/E地 ごとにi糾l処刑をtrい、Jじぷ比(/)'I屯)fl,氾北訊11(iiふIll¥をもとめてf:J:JHl1を作り

N.Rにぷす 各l:J!t-1-11にhj(,t(;地名を付けて島その｝希地GI)~;!(i Hf.、例えば{tlllllI I r.rと呼ぶ 花(1111!1群は

比,nによァて 2個o>ar, ・ 分けて;...1.:.,,,したが比,ffは 'J'•~なってもFLT成に大きな追し、はみられない した

が）て．給J処則jよ 柑にしてfrし、.{紬1111,,rrとして取り扱った

~j(州IY とは沢なるが、例えば、 '.''i,YJ, I改代,ri氾跡で tf本的にf*lll されて！，る ~j(-{ji,'i:J也イ,IIJjcl){l'Ili•~ 

の卜のJJ;iHHで、 ・Idい）'Jfr'; なl•cJ'J.i!l物か多孜r'I', I. してtヽる V "iW、)J氾 iif(地を探索すると，iう1-J((,J

c:. これら・h..・ltH氾物で11, た女代ftjB(l,e f ¥: (B))肝であるが、 (til'NのH料てi1られた11J泥竹があ

る Ufllj.J,~近の分析糾',I.!でII本'I':I.:、ークi<liして tヽ ることが明らかにな-)てきた

．！沐汲111迅跡o>i\·Eに殺地~~発見(})Jjj{ ' i を ~.I!川しt:lul rt <l> H村で(1られたn・I汽でf1:った人定C ( ~:­

ん(C)) 訂をそれ々れ~i!{ j訂とfillじように使Illする また、 *1, •• ~. しUFりしIt(})長塚古trt/1¥f:O> "i1t Iiでftっ

た1<1-J.(I). C'W>心物訂、多l'r-:.'ークウン迅粉、拘Ill,1iJrtllJ、 l一ノ段辺跡、伯Ill~びiJ-rt訂、新}j

坦跨なとからII',!・した 1消（および1:+l.ttJJ',・でそれぞれ迅物群をftoI)他の迅跨. .tl'j~Jから i'I', ,~ する nu

1-t,fl成が 放するか定l,t(1りにlJJ・,tでさるようにし．氾杓訂をl,.8-2にぷした

..: Q)他、 J~I f!{l1,~c/) t•,I沈村多鯰池、．り取,l,~l,L.:I(岬なとの自然品叫からCl>hj!{iを1閥分折した Jt•1i. 

は'2.6以 I:あり 1しぷJtt-'ll戎は、興部、 E谷、 I. 鮎{iに似るか、他cJ>bi消た地の~j({iとはiill戊で区別される

士た、 f;l系のh;H,てはない、l1H'i:、!,;,WM-?"dlllfの洵i?から採取された親指人・ 1 個の利 I~様の印は

u:.1状ぷl雄がみられる船密なf-1'1"1.で少し，りっぽし、料のl1Hで,,_のJi;tH料になると忠われる この日4

(/)・政光．＼船',itir<I)紺i~では、胴旧灘{'J(.. に似て＼ヽるが.ES RlPHJよび比,rec23:;1が'!4なってし、

るt・め、射↓廿l,;r.{り I~とI{別がでさる

楕田 1号墳出土の”玉製遺物と国産刃玉原材との比較

辺蹄からlbI: した I,れは /xtf11 v)i/ビを出沿皮洗浄沿て水洗するだけの；C全なJ~破埃分析でirっている

辿物<1a』H位地(l)l,iliビをするために、 (I):ti況：x線法で求めたbiilir.fと利l浅迫物の分析＆課 を数理

給 ii(/)(i); を川t、-cJt校をする ',t:,t的な 'ft)•,面法で行なう (2)また、 ESH分析法により各r登地の店

{jのfol¥Jと氾物のそれを比較して、似たf,,l}r/J~ 訂i(/) i,'(;:/也">ll;IHであると推韻9する/j法も1必Illした

蛍光X線法による産地分析

杓,~閲凸物v)訳光＼船分析(/)スヘクト JI を第ZJ~:Hl':tドこ小し、」t•Tc および 1i~10)紋光X線分析から

椋材料(I)IじぶTLLL戊比を求めて｀対湘を-moにぷす f/ E製迎物の(itれを{fJle: と分印するには、旧物が
松甘；で.m光X線分fJr・CRb.Sr. Y .zrq>各｝じ索が容易に観測でき、 JtoT(が約2.13以 I.をII安にして tヽる
分♦I濯占73748~7]7:il (S、:;~ S II)、7:i7:>()~737沼 (Sl:{~S15)の笠 I,は級密で、 Jt,nも2.:,以

I. で,JL..f湘1戊も杓,.:(/)範Vり（ 名古学ではうがII~製辿物を），し準にして決めた範I'り）に人I). また，7:37:i..i

(S 12)は比 I「lが少し低しヽが、映さでは.u色凝灰府より{'II~ に分類されると思われる

これらがJI~ 製氾物のt1;tH,;r地を',}祈するために）i:ぷ刹11iutの紀火を{'/ldlii { i群 (k9lの結出と比
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校してみる 分析伽l数が少なくて統廿処則ができる群が作れなかったii{€地については./Jji(jの元索糾

成比を frfi(/)組成と比較したが致するものは見られなかった，Jiji(iの数が多く分析された属消f地に

ついては、数狸統Jl・(J)マハラノピスの距離を求めて行うホテリングTl検定,,,により1,;J定を行った結出、

損光X線分析でl!;U-ivrf地が特定された装飾品は分析番け·7:~7SO番の勾玉S 7のI!,!材殺地は {Efl111l1~地

とlroJ・1とされ、女代南 (B)追物群、典部、禎八、 '"谷 I: 岐、 4ふ定C、長塚迎物群の各群には非常に

lltl 渭坪になり • そこの原 Liでな t ヽことが址19] されたm また、分析番サ7375 1 、 7375(ふ 7:~7S8の·N- I: 響S

11、!S13、S15は長塚占.t(l出 I:怜 l白で fl •った長様l肝に似た細戊の結果を付たが、 [,ii定碓中が低くはし

判'.<i:()) nl(だ竹も推測される。

また、クJFS 3、S6 および秤 l~S 8 -LO、S12、S14はM処の群にも特定できなかった。これら

群への,~,I屈確ギの結火を表10にぷしたへ また、より 1E確に 1窟地を特定するために F.S R分析をflt-川し

て1屯地分析をh'った，

ESR法による産地分析

ESR分析は利臼；Hiに含(i'されてtヽるイオンや、 1/,1liがCl然朴からの放村線を受けてできた色中

心なと(})祁磁ヤI利を分析し、その,.rりから料 l灘地1111を1がJIJする指椋を見つけて、廂地分析に卯llし
た ES R (1)禎l]iEは、 .JC1:: なJI'破Jji分析で、 u'(ftがIIIDIり!f'1)怜じなら分析は11f能で、小さ¥I物はNIL

麻粒人で分析ができる場合がある

第:m~Iの ESRのスヘクトルは、船1.t.く磁場h砂lしたときに符られた信けスヘクトルで.dt1が4.:3

の小さな(,p; (I)は鉄イオンによるf,fりで. dnが 2 付近の船の広＼ヽ1,n;• (u lとf11f,f,. かの船の狭

しヽヒ ーク群からなるtP"}(ID)で構成されて lヽる 第：氾[:刈ー (I)では.f, tり (II)より(,1り (Ill)

GI) f,l~.} c!) ,•,'~ さが心i く、 ::i:~2[~(2) 、 (3) の ．俣．紆II人hiiliではこ (I)1¥はさが逆になってし、るため、 IJii

., 滴地の判定の指襟に利JIIできる、

今1111分析した I,類の,,.でf,PJ(LI)がI,1~J (Ill)より小さし、jり合は、 ·.1~、細入j)'(;_でなしヽと t ヽえる

各肱発地のMiいのtn;-(DI) の(Jけの形は殺地ごとに ~~!-Iii)があり唯地分析の指標となる 第:nl・:<Iに化

1111111、猿八、 r谷、 l·J~ を、第泊図に典部、 {j戸．八代谷ー1、女代 (13)追物llr.八代谷および筍

~:iiヌlに'i~'i 」~粁 Ii空即li(l)'袖 I(A)、(B)、北海近今金(Qf{/;:{jおよび1迭辺J也J11 (/)各11;1,{ jの代人的なf,l 

¥} <mlのスペクトルをぷす，筍：ぅGl・xlには1ぢ木汲111迎跡の符せで作・った木定CJ杉と木定DJfJおよびク‘

リーンクフ製や七によく兄られるポII/IE.Itクをぷした,.

ESR分析では、分析した liM,および1:.W',ーのESRf,iりの形がそれぞれ似たf,1りをぷす似{j

の雌地の I』［能ヤI・が大さ l ヽことをポ陵して l ヽ る ， 今 1,11分析した約 I~閲迎物の1卜で．追物の1,lk11'(1f. がII

mm J:l F (!)')~'k S 8 ~ S I S(J) E S R (い}(OJ)の結出を筍37図にぷす

分析惜けn751(S 8)、Bi52(S !J)、717印 (SII)、B7!'io(SJ:l). 737;"!8 (Sl!'i)の符 ii.のf,P}

（川）は. !1t八 A形で長塚占mm1·.~ ド．に一致する また，分析番け,:~7:;3 (S10)、7:l7S7(S 14)の

1'f li(J)(,iり (rn)は佃11Jrl1形である また7375S(S ll)番は｛糾Ii山形のA.D、K.M(1)£SR(,tり

ピークを非常に大きくした形で、 ~;-111IVJめて分析された形である 正確なlJil{ i光地を推禎11するため、

損光X線分析の結朱と組み合わせた総合1"I'.ぷとして、 r11iiIi法でともに同じJJj消：地に特定された場合の

み、そこのlff(I) b;£{ iと1111じhi({iが使Illされているとして総合判定ltiUi1哨地の爛に紺凍 （表11)を紀し

た

r
 
ど

rト

9
r
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結論

今111J分析を行った緑泥 f-,IH,'lfl製と忠われる琴H.JfHi•~品 ・1個のJ↓;Ui発地は．特定，'I',来なかった

これら琴H.Jf:~1i製品は、人さすざてESR分析ができなかったが、 I紐,,占J(t柑'.,Ir!; 翡l~lり'tfl、以木l挽

m. 叫跡からti¥J: した lz類の部に使Illされた原材料(})鉗光、＼線スヘクトルと琴朴形ri製品の結り！が定

性的に同じ結果をぷすことが明らかになった

また、 {'Jr.: 製と推測される 3個の勾 l浚の111・で．勾j終S7はm光X線分析の結米は女代!ti(Bl過物
群．陳部、殷八. ~ 谷、 , ... 占.l定C.長隊追物群の各1:n-;1常に低tヽ!iii半になり．そこの妬i1iでな

いことが~,r11H された ltl1l11l1殺~;Uiの組1戊と I:.谷9荏蔚i{jのII成は似ているので. ,~ 類のhi!材PE地が!,ii

時に,,,u!!E地に liiJ定されて区別が1村帷な場合もあり、 ESH 分析を Of-川して 1メり~IJする 分1111 、 ~J li.S, 

のESRI,{~} (lll)は試料が人をすぎて分析できず、総合泊l定ができなかったが、鉗光X線分祈の結

米が l~l1l11J lf1i砂iUi/trのみに科確中で令いしたことから、この勾 ,~s , の椋(iI惰地を花11111li,q~ 地と特定

した。また.7J F.S Sは分析場所を変えながら:m111J分析したところ.U::l1h1J1群に対して全てマ9、ラノ

ピスの日滋lJ2 iiiとが1001:).、ドで.(J頓限界(l)Q.J%を 11,,1越えて、 M科IJ%iこまで達するところがあり、

E~ IHJIJ (lli)は試料が人をすぎて分析できない(/)で総合'f1J:,i:ができないが、 (i:fllllI I殺llii(iが使Ill

されて lヽ ると判定した クJFtS o はl女JI恨観察でぱ·•,然花1,11111,i~~と息われたが、紐11-判定ではa;u―"哨地
はイ渭lで:tJ定できなかった

またESR f,P} (ill)が｛狐叫JI哨形の・Wl~S10、 SIIは、祖光．＼線分析ではM処<J)IJ;Ui群にも 致

しなかったためにb財i1登地を特定しなかった 推測であるが、 ESRf,P}が化仙II l Ifクと IIうことは、

こ (T)•i'ff S 10、SIW>lr;fイi哨地は佃11111滴地の近くにあり、 -4-,潤代の叫1111!1/Jit -いが使~ll されてt ヽる 11f

能竹が考えられる.,:n: f,. S 8、S9、S11、S13、SISのESRf,ilJ・(Ill)は、原八A形で1,l:塚占J(l
出 l・.'?tI・に 放する 、滋光X線'.,}Hrでf,I粕限弄のU.l%を越える確~でJ...l:J:A:'.l肝に111]定された特 hS

1 3は．長塚，ljt(l<J)i'\"·I~と],i]じ組成O")llJ能付が非常に,:'Eし、

これら）登地が杓定できなかった勾 lぶ怜 I~につ1・,て、各 Ii類の分析場1所を変えながら約Jo1,,1分析し、

I~l II月に関しての Jじ姦糾成のバラッキを求めて、他のぃの細戎に似ているかを1il伶や．．で求めてまとめた

その松凍、りJ-ESG、竹+.S 10、S11 i;!. !fl I/. に）［求絹l成が似ており．これらまとめてl1tillI l姐物群

を作った また｀怜 hS9、Sil.S13、S15をまとめて｀栴1112迅物肝をf1:った また怜 I~s 8 <J) 

ES 1-{i;? 号は梅Ill第2迫物群とr,;Jじであるが、元ぷ紐成分析の統,lt処刑結火では致しなし、t・めに、

·101い 1分析 し て梅Ill:~ 辿物群を作った"WliSl2は内し I緑とii和ヽ緑色がまだら校様の(ir'l<l)杓 Ii.で、令

休の色合しヽは少し y~なるが同じ校様は人成Ill]l}.t{lのNo.](JI]) 1~·I~ にm似し．またESHf,l IJは・致

してしヽ る しかし．｝［索Jt対1成で作 っ た梅11 1 ·1 追物群は人•北山の・評 rと w,なってしヽ た この代t.:sI~ 

と人改1l18J·(1の~Ell) ように、 ES Rf,PJは致するが111光 x~分祈Q")凡索糾成が沢なるときは、原

イ謹J也ぱ(Ii)じ地械で、下材(/)!It塊が管1iごとに異なってし、る可能性を推測しても粘火とれi'i"LないL

今 l川の分析でfl)] らかにな っ た{€1il11l 1 rEIJ;I.行の f•l!ntlを1 を本追跡との関係をみろために以 Fに述べる

（第l{)l・:<I).i€1tl11l1廂li,t(iは，1,.ttl時代になって、使Illされた/Jit{ iで、 4項,i:C (l-fの使Illはみられなtヽが、

佐渡島娯）W韻；i{j製 l孜．．類と1,;J時に化fth山沌笠 I淡咄 I:した占J-(lは和IIV,―,．の野'I咄J-11で. !r: 代南 (H)

府は化(111111発JJ,i,(iと1,,1時に1111孔．した俎跡は、捻島県板野町、地り粁谷，りJり群n<J> 3 1n紀 ~~(l)2 l}J-(lと島

根県安来rlil"l生!.I.¥谷mm跡の-111t紀l-5 lltt~W頭の'ii'li.である。

J llt紀¥から .i1ft紀木にかけては、女代1十iB群の符下から {€1111111/1硲1汀：．に移行すろ沿渡関l的なILtJJJ]
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と思われ、移行させた礼会t.'I勢の変·~•,を推測Lても、 !1fkJ也分析の条'i!f! と.f-ln・しなし、 い根県東m-1~町

勝負追跡の fifl{紬iii'f、安犯Ii柳追跡、奈良！諌加rliN我氾跡の:ittt紀、岡111即11I. 村下郷恥柑ITI迫

跡の I材の:ttllヤには花仙山iJrr!Jj{.(iが使川されていた

時期が進むに従って約 I~製1~Ii· 勾hは、｛雌h山P砂；Ui製 l~類の使川が広がり．知Ii町人•川辿跡の

7 II! 紀、東）；（部板t'il-'(赤材台追跡の6IH紀、神奈川県洵と名rli本郷追跡(})8 (It紀、愛知県切IIiii I: 野

第~ ~;-閉の 7 II頃紀、人阪府(:G槻rli塚1,;rn,12り閉6llt紀木の管： Eに使川されている 東邪府l刈沿町hl内

占れの4fl~ 紀の整頭式石製錢の行材として使川されており、また兵庫県神戸iiiでは 41ft紀~JI頭の）：：T:

Lil 4り閉Illl; 押 Ii. -1世紀和の大Mc.Ill:{I}!(\の勾 9ふ怜 E4 世紀のI径Lill\~-~の勾 b~ 、 6 llt紀初珀0)

鬼神I1Ji1け日、西神33-A迫跡、 6世紀前＇位）北神ニュークウン内辺跡、 6ll! 紀rJ•uきの西（り谷辿跡．

6 II! 紀 Kの柚谷2り(f(lll'.f-.の~'Eにそれぞれ｛狐l11l1f!祖Jj(1iが使mされて iヽた 兵Mi.臥西紀町(J)箱塚
I・!i I}閉、凶112¥JJ-(1の fillt紀後'fのr;:j, に使川され、岡11I iii !If崎）::/JI潤跡の6llt紀後'f.斎窪!i・

21;-;n、徳島県板!Jlflllj迎 1析谷 ,1. !i }}珀のGllt紀~.:, l'i:ti県東奸枷111f,,,,,f'r'H辿跡のWI-:.にそれぞれ

使1IJされてtヽた 、

化11111111組,;!{j (/) f如II0)1ii限は、宮崎県新ぷ町祇柏1rso1sり;J作111t:<1) 6世紀の1¥'fiである

これら I遠類に使Illされて［ヽ るj)j','.地の』iiイiが多い地方が、その所地地}Jとの文化交流が強いと推測で

きることから、 II本各地の財跡からm1-するftili:な'IT'Fを孜多く分析することがiµ嬰である。 今~•l

行った府地分析は完全なJI~破数である0 {り1消佑地に1対する小さなt,り報であっても御提供「Ciければ研究

はさらに前進すると思われる
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Ko Na Mg AISI K Ca T1 Cr Crllnl'e NICuZn 
K/J 

Rb Sr Y Zr Nb 
K Ca Tl Fe NlfnZu 

Lu Rb Sr Y 
BaBa8a 

Ka. い8,L ... 8,1べで巧えら八る天響々
Pb Pb Pb Pb Pb 

第17図 S 1 (73744)の蛍光X線スペクトル

~u Ila Ms AIS1 K Ca Ti 
f.8. Cr Cr.llnFe h'iCuZn 

KC~ 
Rb Sr Y Zr Nb 

l.u Tl Fe /IICuZu Rb Sr y 
R~HaBa 

K.,.≪IJ.Li,, 8,1→ で考えられる＾賓t Pb Pb Pb Pb Pb 

ー

J
5J
 

ー

＼

`
h
 
ゃ”ー

第18図 S 2 (73745)の蛍光X線スペクトル

~.. りa Ng AISI K Ca Ti Cr CrNnFe !11CuZa 
, B: K Ca 

Rb Sr'i Zr~b 
11 Fe lflCuZu 

Lo. Rb Sr Y 
Ba8a8a 

≪..,KS.lo. 811ー，．で＊えられる11,寄1 Pb Pb Pb Pb Pb 

737£'.'.1£'.'.I 

~~ 
Sn Sh Raf.ace 

SnS~ 

73745 

Sn Sb BaLaCe 
Sn Sb 

737Lln 

Sn Sb BaLaCe 
S11Sb 

第19図 S 3 (73746)の蛍光X線スペクトル
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~
 ｀゚ ha Ilg AIS1 i Ca T lr rlloFr NtCuZn Rb Sr ¥'Zr lib 
(8 (Ca Tl re N1CuZu Rb Sr ¥' 
I~. BIOaBa Pb Pb Pb Pb Pb 
F.n.Kil.L3, /;J-A':! 囀えシれる元真も

u.~1 

第20図 S 4 (73747)の蛍光X線スベクトル

。̀ /11 Ilg AIS1 K Ca T t-Crllnfc 11CしZo Rb Sr Y Zr~b 
., 3 < Ca Tl Fr~ICuZu Rb Sr Y 
lo RaBaBa f'b Pb PD Pb f'b 
~o.ltl,Lo, ll~f-•' でヨえられる；；；●名

~,J,~/ 

第21図 S 5 (73748)の蛍光X線スペクトル

1に

.,,J, 

1u Na 11/1. i.1s1 K Ca tr c,wr卜e~,(;uZn Ro Sr T Zr Nh 
lt K Ca Tl Fe~,cuzu Rb Sr y 
lo; Ba Ba Ba Pb Pb Pb Pb PD 
la,K3.Lu, ;Jlf・.1・で汽）らにるモ胴も

第22図 S 6 (73749)の蛍光X線スペクトル

737L17 

Su Sb B■L■Cc 
SnSb 

73748 

い」ン~ 
Sos~BaLa(e 
SnSb 

73749 

5nSb Ral aC.r 
SoSb 

艤．, .. 

｀ 
L" .. _ 
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73750 

如辺
Km Na Ilg Al:>1 K Ca T1 tr Crllnft 
KIi K Ca TI 
lo l!aBaBa 
~•,,l8,Lo. a;・I・ よで身えらにる元攣名

11CuZn Rb Sr Y Zr hヽ
Ft N,fulu itv Sr l' 
Pb Pb Pb Pb Pb 

., ~b BaL!L'e 
SnSt 

第23図 S 7 (73750)の蛍光X線スペクトル

73751 

~~JJ 
~ ~1 Ilg Al ~1 I Ca T, Cr CrllnFe~1CuZn 
KS 

Rb s, Y Zr Nb 
K Ca':'I Ft ~,Cuiu 

la, Rb Sr Y 
BaBaBa 

~... KB.Lo. BHーがで身えられる元峯名 Pb Pb Pb Pb Pb 

Sn Sb BaLaCt 
SnSh 

第24図 S 8 (73751)の蛍光X線スベクトル

73752 

ー

1Cr 

船1..u'lll-h>
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表7 梅田 1号墳出土玉類の出土位置、器種、材質
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表8 梅田 1号墳出土緑泥石片岩様製琴柱形石製品の元素分析値の比量と比重
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表9-1 各碧玉の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表9-2 各原石産地不明碧玉玉類、玉材の遺物群の元素比の平均値と標準偏差値
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第 5章遺構 ・追物の検討

本報；りは、栴IllI~:>乃Jtiという拘III ,'i i(lftl<TJなかてもごく限られた炊い範Ltりの報~fj·であるt・め、

拘IIIr1itl'lftY令体(/)中でのこれらの，ljJ(lO)~紀3時期やj附ii(・.jl~*施設や被w(i (/)陪Mなと(/)Jr,imに関す

る検，甘は 「梅111,1;i/'tll}II」に晶I')たし、，

ここでは、梅1111-!iりt(lO),iHtl1¥lり豆から叩らかになったことと今後の検討諜凶を簡lji.にまとめて

おく

時期と埋葬施設について
枷IllI 1; れは、 !・.: 岱や金屈沿などの胤H~品(J)検，Hから、 11iJ(t時代r!I IUJi)ff r r lヽうII、i期が行えられる

湖辺の古川と 1iifitl~係を検,1けると.l1狂も近tヽlt1J1l1,iiJt'.'16r·iii条寺占J-(g) と比校すると .''~fr(と文泣

の破鋭・ヤリガンナ・ :•Ill It恥＇元とともにl·VI汝:tl:(f)~ られたJr•JJ11 2りJ(lQ)'!,1:,'(式fr¥.よりは祈しく、

鉄）1・l化角校の知））・鉄鏃 ・クk鐸・ヤI}ガンナ ・））r'·1:Mi浴，\~杯とともに}が1・男性の作られた1,,11I I 

5けれの箱式イiti'fよりは古しヽ としヽ える これらの•l•l9JQ),1け化のJ'I濯施設ばかなり I{リエーシ Jンが閉

かで足刑化してしヽない

/]¥ I. L た須.•J_i沿；からみると．栴Ill 、.I ¥ ;• れは狛式木桁ljl独JI(!~の向1119・101;,nとほぼ1111o.¥ JU I c-あり、

梅UJ.i I }J-(l::t't.':'t I) Iがあり複数(/)箱式{i Ji: の t:f人郎をもつ1:,11118りれとぼぼ111111、頂！りである これら(/)

例では、 r1jJ(111.\ 代後期には、 [,;JIIりOJの,,,)じような r.\l)~'-111111をもつ 111]規校(!),, 叩ばli1Jじような111濯 1地成を

抹川しており、古J(lの規格化 ・ i~l\11化が辿んでt ヽたことがわかる

2・I IJJ(lは氾物をもたな tヽ ため＊叶叫の決めr-:よなtヽ が、埋作施,i1やfヽ:,_ji'1'から考えて. 2りJ(lは

I I JJ-i, と近tヽP¥関lのものであり. I 1;-J(tCよ5\}用に近＼ヽII~期のものであろう そこで 1 りJ(l-•2 : ;-

ttl-:i 1;J-1'1-IけJ(l→ 3 ¥} J(iと＼ヽ う順Ij~ が推測される

1/,J1l1,J;JiiU1・ di条.1f占れ群とのより III-細なJt校検，l-1、{、IllIll I I盆地近辺(/),1iln·I.IS落俎跡(/)If~斯J(T.)111

での‘り占J(tl『の"、1;i'1'づけ、 ([I.',!.,. 山松ある＼ヽは1幻ヽJ也J戎1「¥J{I)関わ11(!)中で(})''i占閲群の紅昧 ・(1ltif1n・

柑釈な どは、今i汝さまざまな機会に、各 /j面の }j々が本恨佑や渇~\'{料を泊川 し て、活発:-ご検討頂

ければヤいてある

遺物について
栴111 1~}Jりは、 i,:1;~な副俯'11しが祁然とl¥!,t1.された,1,JnCあり．梅!II占J(IL'f全体だけでなく、近抗す

る向111・ 条 .'t,'i.tt'lr.fの中でもり追した被炸8が作られていた古J(lであることはl川述いなかろう よ

た、近汲地/jと(/)関わりにつlIては、 II、HPJ的に近t、と息われる茶すl}lit,1,tQとの比較など、今後検，,・t

すべき課閣は多い

栴103:;-1り第II~ 体は、乳文鋭をも-_,が｀それ以外は l:l~と））．））｛・・鉱たけで、このII、¥IGIにあっ

てもおかしくなし、.'!~Hなども II' わず．さほど特↑すべさ /,llj~品はなl、 古J{lli.¥(~t'i期と i ヽう況の1.\1]*

がまれになり、錢の,ft'}!'什もOf卜して lヽ ＜時削だからであろうか いずれにせよ、この時19Wし1たっ

ても鋭を晶1Hやする例は.fl! 馬以外の他地域には余りみられなし、 また.~l l:f,t,. ・第2I廿本II¥l:O)須

ぶ器より、 J1'llii/1M>須必器の中に,1it ヽ様~ ,のものがみられることも今後検，，すすべき諜俎である
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誓：
恵解山型（古） 恵解山型（新） I 宮山類型

第38図 琴柱形石製品の型式分類 (1/2)

1. 城ノ山古墳 2. 新宮東山 2号墳4号棺 3. 梅田 1母墳

7
 

＂ 

1号墳の遺物の配置と組み合わせ

棺内の此物は...紐lごとにlヽ・,ii'1'. を述えて I~H~ に分かれてtヽた

第 1群では、鋭・櫛・琴ti/ft1 I製品 ・K.jlが出 lヽ．してしヽる 金屈汎'11しの中では、鋭と針だけが..:

こから11'.1:してtヽる 焚it!!・i'.物的な/,111~品の中にtiが含よれてtヽ る例が他の古閉にあるか今後lit

例を比較検、dしてゆきたtヽ

筍2群はク.JIi.・* I; が2r,y に分かれて出 lこ しており、おそらく：よ恨:~hが11'(桜身につ：tて t ヽたもの

であろう !flt町）よたはM飾り｀ある tヽi;..腕飾りなどJ,:{ 1 k! 14,1こ }~{jするものであったと思われる ．

'i'r K<l)大きさ、 11が：;f} I訂0)ものとは、全く＇凡なって¥ Iる点か、111される

窮3群ば、整然と北べられた））と欽践肝の鉄製A器r.rてある 2本の））の間におそらく磁がkkりL
装r.された状態で、I~ぺられていたものだろう,))Q)I)]たと謀(})先澁ば反対方向になる なお、これら

の此物の I:にfl'il.に；Nかれて t ヽた斧．｝｝（・・穂摘みH·ti~<!>鉄製1;~I・具が落ち込んでし、る

第 4 府は~~べられた I:岱:;•I 点と亀他摘み l !-2 点であろ ，~•j(i した水嶋は、科杯 I Q)fから杷摘みH

が/11I: してしヽ る(})で、 棺 I・.にii'tかれて tヽ たも(/)が削治したと考えて tヽる

このように、（切；「な氾物か種穎ごとに整然と ~f;ぺられて！ヽる例はfll,I.!.,(: は珍しく. l~ 休部の形式や

,ljt(lの形は(f.地付が‘趾いものの、氾物の陀iriに関する新ししヽH式がと(/)ようにこの地にもたらされた

かは．今後の人さな検,;.11;忠出てある

す

ま

討

ヽ

IW. 

：っ

）須

琴柱形石製品

しヽ わゆる{i製；1111の "' で、琴Hlf~{i}~,協はl節飾類にJtペ、やや新し＼ヽll!;IUJにあらわれるものである

材nも、し、わゆるが，1t,. 船色凝灰','/のものから、冷{jまでII、IIUJとともに変化し、 111ilUJ占J(jから中IVJ,1i 

閉に至るP渭j(l)柑統的な変化をうかがうことのできる迅物であろ

琴社形行製品につ¥lては、 fC!.JI11:m. 北『'.O~·!i1'. Iド本逍u::らの(IJf究・身察があり、 f-ft/J;iIけAr.l」に

も~·成がなされている。こ(/)祖形は桜JI茶(1111の「Et4: 1 0):~I根佃りを校したような珀沈であろう そ

こから.,tの形、概能が、忘れられ、形は変化してtヽ <

fll馬では、梅ill,1iJ(l訂からも近＼ヽftllll1l1町城ノLll占れから、 1;,f11i・.'↓（解111類型の中でも古し、'J( 

プの琴仕形li製品がII¥I: して＼ヽ る
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また、 ft父郡人k'l'IJIU和，,,,nからも11¥Lして（ヽ る この占Jniよ、 1 乃 l:f+は南北lil••Jに長さ S.7m 、

食，ll.tim、深さO.'.imのが既に、さらに長さ I.Gm、l!ii,I0.6rn 、深さo.~mの木棺を似える掘り }jを設ltt.: ・. 

n沿収で、 h'i!Iぐ句紺に ：i ~,:; センチの川椋hが放さ,..', められ、赤色祇！村の残るリ!lf•I 近から~rnllの破,,, . 

桁側から約3lkmの鉄剣 l、1,111宇かられ銭：! ,: りがIll上してしヽ る よた.:r.'l. l:f,t,;: ぶ:0I l:f本のが濱のIYI
東を切り込んで長さ 2m、船Im、深さ0.、Irn U>•; 淋名を札Iiった中に箱式fiti'(を斯えて＼ヽる i iti'i内には

と枚の板{i を v·+~J.:1-¼llみ合わせ枕としており｀人1't も Jヒ＊雑((,J よくりしってl ヽた 11M'l0)1iif韻部を中心

に,~;(!'.直！料がfHiして＼ヽ た /1¥1,.0物はリ紺叫,.近から竪贈C!Jfilll',·、肘沈付近で汁'Hi製の人·{-If~(出鮒

1l1!JPl1J)の琴HIf~ イi製品'J.'.'.•.、 iW!f-'-:'も品 Ji.'.,. 、~\; f ,, 点、）J (I h. なとか1111:して＼ヽ る (1i「flll1992) 

他に1.,,t内では、.i(tふIiJi 松~Ill,1iJ(l、神,i1h氏J.j((x .,t,. 松，しれ＼から各 1個、他ff,li新'l{火山，りJ(1群

でやはり !t潔111~11\"1 (緑灰色<l)rl't(j褪）のものか2点. !'井J:t;J,I,fif,dll迎跡でIIlin/近から ~iめて退化し

た必妍1,閉印のもの 11!.((黒色<J>iftfif~) の出 I.が知られて 1ヽ るのみてある

涵の点都11:1では、 I句11'"'fI i 人 l~,•,.tn 、 k,lt4111袖八ケ釦'i.t~での出 I:が知られて＼ヽる 後'tiは 1辺

2:imの}jt!')で. ,t/(.,_\'.:(i~ くの影愕を受けた箱形｛湘を If+とし．鋭.I清（・鉄器・-!..rHJfH 1 ;~,'u', をMIJ

什し、柏輪を{1している （八瀬IYY1)

分{i,状況をみれば、人:ftl(:.t1~) を小心としたものであることはUJJ らかであり、 IJij/j後l'lltlより 1・

のクフスの 地賊の,i11Jヽu>n長~'1」に多いようである Ii'本迎昭が述ぺているよ1に、 .iO物としての

数は限られており．．な外に小さな、,,.t(lからll'iI・. する例もあり、今i4k(J),,r釧な検，、Iか坪まれる
また.fol! Ill法につ＼ヽては、.•;,, 印1古J(l. 城ノ,,,,,叩などりlf+で/1',I・.する占しヽ 11¥WIもtl)は、 1-'~'J に ,11

j全よで穿孔した.flをうがつ、，'t.てi,'7.'! 品てあるが、必解LIJ'\~ ・; 印11型クイプでは2点がセ・9、卜になって

出 I:するi術が多く、 I和l1L/i1t1Jに恨数のイLをあけ、北条のlヽう懇,f品として使川されたようである 栂

HI l~}.t/1にお＼ヽては. UHと近桜して/1',I: しており、わそらくは 1ヽ領と辻わた装J.H!<T>確部として使

川されたことがりl、;i;できる 今後の新\'1料(J)削JJIや、 各 /J1fi1からの検＂すによって、その使Ill~)(~兄がIIJl

らかになることをIGJ;.~ したし I,. (菱111)

刀子

梅111,1,mr.rc 1 ~->り・t!'t)からは I1;u1から 2.'.'!.、 3~Jtfl:第 II・体から）！，＇．し、：r, •) f"f本から '2.i.'.l (J) 

, I I :; 点が/11,I: して¥Iる I', け!'l/l'.I: の~!.'」 (M25 、 26) は'"'対、他 ]1.1.l (r-.178、部、 87) はriLjl~lであ

り. ;J;. た. ~I i8と部は↑此15cm以しの大＇り (J)ものてあることがn徴としてあげられる
JJ ((ふ＇叩 II.¥代を通してMtJW.され、古.tfllり代以狩も・,:ヽ仇城や公的機関にlij述する辺耕からIllIする氾

物でありながら、総体的な研究史か少ない 渡辺1ぶ弘にJ,tづき、岡lji.な社、Itをとってみたところ、））

{-は、中191よでは令J,dOcm1ii1i全の片,~を I~とし、旧UI~ -.l:I)籾やかに1,t,il関へと移irする それとl11J時

に、全長1、>CII以 l:U>人平l(})も(/)が出現するようである （泊辺lり86)枷111古.tf1/IHI', I・IJ) J J (もこ(/)紐

、11に,1,,てはま I)、I IJJOc 3りfJ(l(l>II填p;を,,,面に小してしヽる

Ji·[月から ,,~JI関への19]雁な移WUJやその即111、こ うした変化と 人 't'J品との関辻は今祓に；渓り、今1111 ;よ

巾りItからの変化につ＼ヽてのみにとどめておく よず、人り,,,.. ',ll\現ll>•>,11L.1.-fはおそらく、 ,t-:r: 具として

の111途から .J(r持して＼ヽることがステイグスである「威f,IIH」または 1威伍具J とし、った新たな価値

現代でt ヽうと.:ろの 「 ,.-~級文,,;具I(/)ような価w'l(})牝、挽がおこ・）たためであろう そしてこ(l)l:(iよ

り、）J (の晶iJWl,tが拙’少し.J.)に/ilfギ油I}がみられることから、 JJ (-がlJ7;(品であり。人UJに使われ
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てし、たことが茂える

ょt・、:3 l}tM; I 1-14-から）｝（に11'・う）JY.i具の破,.,.ヵ'II¥I: してしヽ る ）） fの柄装具は,l(:ボ ・4'.fi. 

)J't jりがtであるが、後に金屈も使われるようになる 金屈製の柄及!!rよ、 J)剣類の））・伎具に金屈が使

川される ii• IV)~ 泣11・それ以［和こみられるようてあり、）） fに対す,6,&ぶの転換があったことを災f.fける

ものであるといえよう

刀

梅Ill,1i.JOHY(I ~ 5 り'){1) からば I~_}J11から l!.'.i 、 '{~}tmn 1 u+から 1 点、~'\z 7-: 体から IJ.'.i_qJ、

"「 1点がII'.I. してtヽる なお、本占J(tlffでは、））身60.0et:以 1を 人:JJ . それi-iドを 「））．とする

I I }J('itl'a I: の 2f.1,¥ ( ~123 、 24) と~ ~}J-(t~2 t. 体の IJ、'..,.(t¥l訟）は人:)Jである 「:1~1分 f!'Iに J.tづく

レ、 I : }J-(1の"2.l、tはや船がほほ・定で初Iしが関快(/)クイフに、 3!}Jnの部 2はや船が初It.にむけて細

くなる中社IIで、罰快尻ものに概"iする (「1Vtl%1l1ii1打ぱS!It紀から'f妥行は511! 紀ix'Iつより 名くみ

られるこ とかIIJ]らかになってし、る

さらr、 1けれの'1./i.(/Jうち、 M211.il関,"iiこ扶りをもつ こうした'™洋の扶り；ょ、 !rtJ~M救ノ人占

J(l/1¥ I・. の装飾,.「kJJlrrの観察より、 HIりとやを紐で!,'ii定するため1-(((けるもの」であろことが碓，＆さ

れてし1る このような大）］は佐岨の装飾を持つ11f能性が科く、 (M/ 4古JMHl:O)l! いじりm珀人:))から

もこの!ktiが確，』されている

そこで、 削lflI~}t(lrJHl 23と M21であるが. t¥12:iが令↓とI<>Oi:. 近くあるのにtすして、 M:と,l(J.~Oc置足

らずぐあり. I月にV~tJ をもたないこ と から、 .M23が j(Q)):.))であったことは1り1 らかである さらに想

像を込しくすれば．荀人とh叩に打lーの限跡のあることから.11'滋文で簡った人焚のfkl長装飾f.「kJJ

であった(})ではなし、だろうか

掏Ill111 .tnl作からはもう ~~-り、特~~,,りな））がII¥I・. してlヽる 3乃れ筍 IUt-11¥ J:<1> t¥175で.l-Jる こ

れは令l~I1.4t'ID O)ヽlヽlい）の11汀関())))で、））身に化のり・伐跡を残している 間 (ijCl)観寮からは((IとJJ身の

1:11に木質はh龍とでさなかったため.M75ば抜きJtに(IJを忍ヽた状態で;;,11tf'されたようである＿（いよ ．

,flt、~J:なし、t・11J能性がある 対して、柄の｝｝は柑全体に木:TIがよく旧(1:しており、 lfjr.flにlljfと.¥!'.

われる('楳i,がわずかに代(;していたことから． 柄装具が¼?1 されていたことがIIJJ らかである

t\1 7:iのような (111)関で小柑t りの J)は余良り，！ホリノオ 4~;1nm 1. 例があろ ただし、ホリノオ 1~;-J(W1

I: 例は全及118~11 の 人））と共ff·してlヽる(})に対 して.M7!; は全此17cmの人刑<T)J J {-<!)みを伸う

1,;Jし；｝ けm筍lI=体に令及88t'mの人）） ( t\183) がい,,~されてtヽ ることも含めて.:;rs I I: 体の敗i¥-r. 
像を与える I:での好rft1とし、えよう

鉄鰈

枷IIJ,1itnC1からは、 I~} t(tで](1,1.'.(0138~67)、ふりれ＼第 Il-: 体で(il.'.t(Mfi9~7I)、第2t体で3

}.'J. 018:1~8.,)、第3l-:f,t,. でi点 (i¥189-fl2)の欽鏃が/Ill・.して lヽる

1 l}J(tからm上した鉄鎌は、 fii_'I'・糾式の柳侶、脱lk柳然式と短頑尖根式の長こ角形のセ・ソトであ
る 令体的に磁Jキが,Jヽさく、断tttiは1Jtl鉛である 比叶＇・としては、 'I'根式がII点、尖恨式が161.1:i:とほぽ

1,;J じ~l合になる 知泊尖根式は長府成(/)前段附にあたり ．長i!I人の盛行と入れf'iわるようにして火退

するようてある (J~ I · Hl!l.-l ) その短莉').;根式が平数を内めてtヽ ることは?I: 11すべき点であろう．
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尖根式

1 月墳

平 根式

3 号墳

尖根式 1 平根式

八

ー

r_ ，
 

I I 
I I 

第39図鉄鏃の型式分類

lt'it'l'・ 根式の11/l1りさとIIり」し柳I↓し式で0)J炉杓よ [I 対~)): なり、 'I'根式の中では槻1低がl・：となっ(¥ヽ る(J)

がわかる 柳りじをtとして(tl!の・v-根式や短頚')ミ根式のTITみ合わせは.J,t本的な形式であり、須ぷ浴晶11

作以1ii1cl)叫lりに多くみられる また． ご段1関やrt,部のねじりとし、った吸ぷもこの時Jりの行徴である

J l}J{l/1¥ (・.<I)鉄滋は、 fr'/:·I・・根式の賜快抑的式と尖糾式の町た隣~~がある 'r・ 根式は I¥}J(tのもの

と比べても、 Altiの及さはあまり変わらな！ヽが．銭身が.)p}~5に細艮くなる こうした変化は'I'-根式の

鉄録に将ii郎）,::-みられる変化であり、より火戦向きに改良されて tヽることがうかがえる

さらに、 3り渭＼には II ;-J(tでみられなかった此豹式がみられる 筍 Il-: 体と筍31-: 体に各 I~ずつ

しか/Jlliil されてしヽなしヽことから、鉄蘊の糾みあわせが-,~糾式中心から尖恨式J之AUに移行する1ii1I'.え閉

の様り1を小していると：ヽえるのてはなし、だろうか そのu:ヤ．筍2t体にl<:rt成がないこともあわせて

考える必＇校がある

このようなt:1 1成の1り1確な Y.'J•\は、 I lJ-)(1と:l¥ J-t(j、さらには3けれの各 l-:1本部の成立II,慣lをどえる

lで<J>lifft料とし えヽよう （人゚1ii1)

鎌と穂摘み具

I l}t(lでは、 M]6の鎌 (tll1J.JiW)とM27~M35<J)P.l!摘み具 (f'鎌）かともに,'I',I: してしヽ る，

M:-:t; は、 Sjl(紀1iiill~にIll現すると (Iうl籾鎌の中でも， リの閲1川が余り仰しくないタイプである

拍摘み具は•,'t-'l=.時代から{{(1し、稲の穂行をメIII) lf~ る収穫具であるのに対して、鎌のrn現によって根
刈りがuf(紀になったと考えられている 曲J.)謙は11UJ籍よりも刈り取りやすい機能的に進化した形態

である しかし、鎌のm現後も比摘み具がlf絞し、 I 1;,J(lにみられるように、 古れに鎌にIf')て多数

;,',IJWされる例も名し、 両打の機能・川法の述いについて、稲の収附/j払や*JIJ!のl,'11題が考えられる..:

とが多いが．ここでは別<J>IID全(/)11!(阻竹を Hfておく ，

麻やカラムンから糸を作るにば、刈lり取った店を横紺をとるためにしこく「・•r,1 1 き~{オヒキ）と t ヽ

う f心が必•J';で、そのf1 業にIllしヽるオヒキ金の形態は．柁摘み具と J~1;rに訊似L てしヽる l'-:1<i I外では，
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こ．

UJれなくなった鎌や包 lを使う例もあり．他蔽み具の•~,.JIIあるいはi,11は1分考えられる 世摘み具
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須恵器 ・鉄器出土状況（東から 棺傭石検出状況 （東から）
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第2主体全景 （南西から）



3号墳

第2主体 （東から）

須恵器出土状況 （束から）

鉄刀出土状況 （北東から）



号瑣 3号墳 写頁図版19

第2・3主体完掘状況 （束から）

区ii!i溝土層断面 （東から） 墳丘土眉断面 （頁から）

irl..li断ち割り土層断面 （東から） 墳丘断ち割り上層断面 （克から）



4号墳

主体部 （南から）

主体部（南から）

区画溝土層断面 （南寅からJ



項 5号沿

主体部 （夷からl

主休部 （南から）

（南菓から） 主体部（南から）
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主体部 （南から）

主体部 （東から）

5号墳

赤色顔科検出状況 （南から）

主体部断面 （南東から）



_, 
言 調査風景 写真図版23

場況 （南から）
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笥東から）



写真図版24 調査風景



巴・― 現地説明会風景ほか 写真図版25
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写真図版26 1号墳出土遺物 (1)
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1号墳出土遺物 (2) 写口図版27
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写真図版28 1号墳出土遺物 (3)
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3) 1号墳出土遺物 (4) 写真図版29

M12 

M9 

M4 
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写真図版30 1号泊出土遺物 (5)

M27 M28 M29 

M30 M31 M32 

M33 M34 M35 



1号墳出土遠物 (6)
写真図版31

M25 

M26 

一―F~五 ーが―五......... -, 
·.;;•, . , ~~ 
ゞ..• • ., . ... .,. 

. I -
q"-> • ••. . •, 
, • .• I .'  ． '" I 

ヽ ．． 
．● . .,  ・ヽ・', .、. •. I 
. ¥"¥,;.;.. .... ---..' . .)  . ＜．＇` 

に置i
に!lillil

'JJ 
．， 

唱 ー
蒙i

M36 

.' 
，.  

§・』
.:, •. 
’ 

ヽ

． 

r ,• 
，一、・ ら. ~.. 編

， ．ヽ．．．， 

「'・.'、. ~-·• •• 
．．． 

,•、 7 ,.,~·.、-
K 、• さ:~. ·.• . ― 
~..、·、 命・・

.. ... ・-
.,. ・←

’’  ヽ
,.. -. 

J
 ft'"--- 口

,,.,,. 
r

.

i

,

．t
 

＇

疇
3
 ぷ

-i

a

Q

 

．． 

↑ら省

.

9

咲｝`
・

ず

、

.

.
1
、

，

午

．．
 

.
i
 

9:‘“-＞
t
.

冒,＇卜
1
0

r」

鴫
M37 



I 
写真図版32 1号坦出土遺物 (7)

M41 ~· ＂ ＇ M42 ~ M38 
M39 
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M47 M48 MSO 
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M52 M53 



1号墳出土遺物 (8) 写頁図版33
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写頁図版34 3号項出土遺物 (,)
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3号墳出土遺物 (2) 写真図版35
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写真図版36 3号墳出土遺物 (3)
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3号墳出土遺物 (4) 写真図版37
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写真図版38 3号墳出土遺物 (5)

M82 

M86 M87 



3号墳出土遺物 (6) 写真図版39
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写真図版40 3・5号項出土遺物

19 20 
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M89 
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X線写真 (1) 写頁図版41
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写真図版42 X線写真 (2)
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X線写真 (3) 写真回版43

Ml 

M68 



写真図版44 X線写真 (4)
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写真図版45



写真図版46 金属器付精物アップ写真 (2)
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